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第 1 章  序 論  

 

Ⅰ ． は じ め に  

現 代 の 性 の 健 康 の 指 針 と も い え る「 性 の 権 利 宣 言 」は 、1999 年 に 採 択 さ れ 、性 に 関 す る

基 本 的 か つ 普 遍 的 な 権 利 と し て 掲 げ ら れ た 具 体 的 な 指 針 が 示 さ れ て お り 、 時 代 と と も に 改

訂 が 進 め ら れ 、 す べ て の 人 々 が 他 者 の 権 利 を 尊 重 し つ つ 、 性 の 健 康 を 楽 し む こ と を 保 護 す

る も の と し て 発 信 さ れ て い る （ 東 ら  2015）。  

し か し な が ら 、わ が 国 に お け る 年 齢 別 に み た 性 感 染 症 報 告 数 で は 、2019 年 の 20～ 24 歳

の 性 器 ク ラ ミ ジ ア 罹 患 数 は 、 8,093 名 と 他 の 年 齢 層 と 比 較 し て 最 も 高 く 、 増 加 の 一 途 を 辿

っ て い る （ 厚 生 労 働 省  2019）。 ま た 、 2019 年 の 母 の 年 齢 別 に み た 出 生 数 で は 、 20～ 24 歳

で 72,092 名 と 前 年 に 比 べ 減 少 傾 向 で あ る（ 厚 生 労 働 省  2020）。 一 方 、20～ 24 歳 の 人 工 妊

娠 中 絶 数 は 、2018 年 で 39,455 件 、2019 年 で 39,733 件 と 漸 増 し て い る（ 厚 生 労 働 省  2021）。

こ れ は 、 わ が 国 の 性 交 渉 経 験 率 が 関 与 し て い る こ と が 考 え ら れ 、 性 交 経 験 率 は 高 校 生 で

20％ 前 後 、大 学 生 で 50％ 前 後 と 急 増 す る（ 日 本 性 教 育 協 会  2019）。性 感 染 症 の 予 防 や 避 妊

の 方 法 に 、コ ン ド ー ム や 経 口 避 妊 薬 な ど 多 数 の 方 法 が あ る が 、2019 年 に 国 連 が 発 表 し た 15

～ 49 歳 に お け る 女 性 の 避 妊 法 普 及 率 に よ る と 、 男 性 用 コ ン ド ー ム は 、 米 国 で 9.3％ 、 ド イ

ツ で 10.0％ で あ る の に 対 し 、 わ が 国 は 34.9％ と 高 い （ United Nations 2019）。 一 方 、 女 性

が 主 体 的 に 取 り 組 め る 経 口 避 妊 薬 は 、 米 国 で 13.7％ 、 ド イ ツ で 31.7％ に 対 し 、 わ が 国 は

2.9％ と 非 常 に 低 い （ United Nations 2019）。 わ が 国 に お い て 、 経 口 避 妊 薬 な ど 新 し い 避 妊

法 や 女 性 が 主 体 的 に 取 り 組 め る 避 妊 法 は 諸 外 国 と 比 べ て も 圧 倒 的 に 後 れ が み ら れ る

（ United Nations 2019）。  

こ れ ら の こ と か ら 、若 者 に お け る 性 感 染 症（ STI）の 増 加 や 人 工 妊 娠 中 絶 の 要 因 は 、幼 少

期 か ら の 性 教 育 が 不 十 分 で あ る こ と に 加 え 、 受 験 か ら の 解 放 や 大 学 生 ・ 社 会 人 と し て の 新

生 活 に よ る 環 境 や 心 理 状 況 が 性 行 動 に 大 き く 影 響 し て い る こ と が 推 察 さ れ る 。 性 に 関 す る

科 学 的 な 知 識 や 情 報 を 修 得 し た 上 で 、 自 身 が ど の よ う な 性 的 傾 向 に あ る の か を 理 解 し て い

る こ と が 重 要 で あ る と 考 え る 。 そ こ で 、 こ の 世 代 へ の 働 き か け の 土 台 と な る 自 身 の 性 的 傾

向 を 自 己 評 価 で き る ツ ー ル が 必 要 で あ る と 考 え た 。  
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Ⅱ ． 研 究 背 景  

１ ． わ が 国 と 諸 外 国 の 性 教 育 に お け る 性 （ Sexuality） の 捉 え 方  

わ が 国 で は 、性 教 育 を 実 施 す る 際 に Sexuality を ① 生 殖 性 、② 快 楽 性 、② 連 帯 性 の ３ 側 面

で 捉 え て お り 、 性 教 育 を 実 施 す る 際 は こ れ ら の 概 念 を 取 り 入 れ て 指 導 さ れ て い る こ と が 多

い （ 青 木 ら  2003 ）。 一 方 、 諸 外 国 に お け る 性 教 育 は 、 CSE （ Comprehensive Sexuality 

Education; 包 括 的 性 教 育 ）に 基 づ き 、自 ら の 健 康 、幸 福 、尊 厳 を 守 る た め に 、性 的 な 生 活

に お け る 適 切 で 健 康 的 な 選 択 が で き る よ う 知 識 ・ 技 術 ・ 態 度 ・ 価 値 観 の 獲 得 を 目 指 し た 教

育 が 実 施 さ れ て い る （ UNFPA 2019）。 ま た 、 様 々 な 機 関 が 質 の 高 い CSE を 実 践 す る た め

に 、プ ロ グ ラ ム や フ レ ー ム ワ ー ク を 公 表 し て お り 、中 で も 先 駆 け と な る IPPF（ International 

Planned Parenthood Federation; 国 際 家 族 計 画 連 盟 ） の フ レ ー ム ワ ー ク は 、 Dennis M. 

Dailey（ 1981） に よ っ て 考 案 さ れ た 「 The Circles of Sexuality モ デ ル 」 を 基 に 作 成 さ れ て

い る (Dailey 1981・ 2017, Goldfarb et al. 2011)。  

The Circles of Sexuality モ デ ル は 、 Sexuality を 理 解 す る た め の モ デ ル で 、 ① Sensuality

（ 官 能 性 ）、 ② Intimacy （ 親 密 性 ）、 ③ Identity （ 同 一 性 ）、 ④ Reproduction （ 生 殖 性 ）、

⑤ Sexualization（ セ ク シ ャ ラ イ ゼ ー シ ョ ン ） の ５ つ の 側 面 で 捉 え て お り 、 諸 外 国 の 多 く が

性 教 育 に 活 用 し て い る （ Goldfarb et al. 2011, UUA 2014）。 The Circles of Sexuality の ５ つ

の 側 面 は 、個 々 で 独 立 し た 側 面 を 持 つ が 、Sexuality の 全 体 像 を 捉 え る 際 に は 、そ れ ぞ れ の

側 面 の 相 互 作 用 や 重 な り 合 う 質 の 脈 絡 を 理 解 す る 必 要 が あ り 、 １ 側 面 の 変 化 が 他 の 側 面 に

変 化 を も た ら す 可 能 性 を も つ と い っ た 特 徴 が あ る （ Dailey 1981・ 2017）。 ま た 、 Sexuality

の 相 互 作 用 的 側 面 は 、 社 会 や 文 化 な ど 、 よ り 広 い 枠 組 み の 中 で 見 る 必 要 が あ る こ と が い わ

れ て い る （ Dailey 1981・ 2017）。  

わ が 国 に お け る 性 交 渉 の 低 年 齢 化 や 性 感 染 症 の 増 加 等 の 状 況 を 鑑 み る と 、 性 的 健 康 が よ

り 良 い 状 態 で あ る た め に は 、多 面 的 に Sexuality を 捉 え 、個 人 の 性 的 傾 向 の 理 解 へ 働 き 掛 け

て い く こ と が 肝 要 で あ る と 考 え る 。  

 

２ ． ラ イ フ ス テ ー ジ で み た わ が 国 と 諸 外 国 に お け る 性 に 関 す る 先 行 研 究  

セ ク シ ャ リ テ ィ や 性 行 動 に 関 し て こ れ ま で 多 く の 研 究 が 蓄 積 さ れ て い る 。  

１ ） 思 春 期 ・ 青 年 期  

わ が 国 で は 、 大 学 生 の 性 行 動 の 実 態 と 性 感 染 症 罹 患 に 対 す る 予 防 行 動 の 調 査 に よ る と 、

性 交 経 験 有 群 の う ち コ ン ド ー ム を 必 ず 使 用 す る 者 は 6 割 で あ り 、そ の 使 用 率 の 低 さ か ら 大
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学 に お い て も 性 感 染 症 予 防 に 向 け た 教 育 が 必 要 で あ る こ と が 述 べ ら れ て い る （ 若 林 ら  

2018）。 ま た 、 看 護 系 大 学 生 の 妊 孕 性 知 識 と 性 的 自 己 意 識 の 影 響 要 因 に つ い て 調 査 し た 研

究 で は 、 性 的 自 己 意 識 は 、 初 交 年 齢 、 交 際 経 験 、 不 妊 症 原 因 の 知 識 と 正 の 相 関 が あ り 、 ク

ラ ミ ジ ア 初 期 症 状 の 知 識 、HIV 検 査 場 所 の 知 識 と 負 の 相 関 が あ っ た こ と か ら 、妊 孕 性 が も

た ら す 影 響 を 広 く 捉 え る 性 教 育 の 充 実 や 、性 的 自 己 意 識 を 高 め る 必 要 が 示 唆 さ れ て い る（ 北

村（ 難 波 ）ら  2021）。一 方 、諸 外 国 で は 、性 的 マ イ ノ リ テ ィ を 対 象 と し た 性 行 動 と シ ン デ

ミ ッ ク 指 標 （ ア ル コ ー ル や 薬 物 な ど ） の 調 査 か ら 、 多 く の 若 い 性 的 マ イ ノ リ テ ィ が 複 数 の

シ ン デ ミ ッ ク 指 標 を 持 つ こ と 、 そ れ ぞ れ の シ ン デ ミ ッ ク 指 標 が 相 互 に 関 連 し て い る こ と が

明 ら か と な っ て お り 、コ ン ド ー ム な し で の 性 交 に 従 事 す る 可 能 性 を 示 唆 し て い る （ Nelson 

et al. 2019）。ま た 、南 ア フ リ カ の 青 年 を 対 象 と し た 性 的 価 値 観 と 態 度 、 自 尊 心 、 メ ン タ ル

ヘ ル ス に 関 す る 調 査 で は 、 メ ン タ ル ヘ ル ス は セ ク シ ュ ア リ テ ィ に 関 す る 価 値 観 や 親 密 さ の

側 面 に 対 す る 健 康 的 な 態 度 に 間 接 的 な 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と を 明 ら か に し て い る

（ Kheswa et al. 2017）。 こ の ほ か 、 低 い 自 尊 感 情 は 、 若 者 の 逸 脱 し た 性 的 行 動 、 性 的 リ ス

ク 行 動 、 虐 待 的 な 性 的 行 動 に 関 連 し て お り 、 肯 定 的 な 自 尊 感 情 は 、 人 間 関 係 に お け る 親 密

さ と 満 足 度 の 向 上 、 お よ び 他 人 を 愛 し 、 世 話 を す る 能 力 に 関 連 し て い る こ と が 明 ら か に な

っ て い る （ Kheswa et al. 2017, Mash et al. 2015）。  

２ ） 青 年 期 以 降  

わ が 国 で は 、 渡 曾 ら （ 2015） の ク ラ ミ ジ ア ・ 淋 菌 の 咽 頭 陽 性 率 に 関 す る 調 査 に お い て 、

25～ 39 歳 と 40～ 54 歳 で は 、40～ 54 歳 で 男 女 咽 頭 ク ラ ミ ジ ア・男 性 性 器 ク ラ ミ ジ ア が 有 意

に 高 い こ と を 明 ら か に し て い る（ 渡 曾  2015）。ま た 、高 齢 者 の 性 に 関 す る 成 人 の 知 識 に 影

響 す る 要 因 の 研 究 で は 、 高 齢 者 の 性 に 関 す る 正 し い 知 識 が 普 及 し て い な い こ と が わ か り 、

そ の 要 因 と し て 高 齢 者 の 性 に 対 す る ダ ブ ー 視 ， 或 い は 枯 れ る の を 理 想 と す る 老 人 観 が 払 拭

さ れ な い こ と が あ る と 述 べ ら れ て い る（ 御 園 ら  2015）。一 方 、南 ア フ リ カ の 農 村 部 に お け

る ラ イ フ コ ー ス 別 に み た 性 行 動 と HIV の 実 態 調 査 に よ る と 、高 齢 者 で は 婚 外 性 交 渉 と コ ン

ド ー ム の 使 用 の 少 な さ が 明 ら か と な っ て い る （ Houle et al. 2018）。 ま た 、 高 齢 者 の 性 行 動

を 条 件 付 け る 要 因 の 系 統 的 レ ビ ュ ー に よ る と 、 ほ と ん ど が 女 性 を 対 象 と し た 研 究 で あ り 、

勃 起 不 全 や 閉 経 、 性 行 動 の ス テ レ オ タ イ プ に 関 連 す る 内 容 で あ っ た （ Ricoy-Cano et al. 

2020）。 さ ら に 、 ヨ ー ロ ッ パ 4 か 国 の 高 齢 者 に お け る パ ー ト ナ ー お よ び 非 パ ー ト ナ ー と の

性 的 活 動 と 性 的 満 足 度 を 明 ら か に し た 調 査 に よ る と 、 パ ー ト ナ ー の 性 的 活 動 は ヨ ー ロ ッ パ

南 部 で よ り 頻 繁 で あ り 、対 象 者 の 40～ 60％ が 性 的 に 満 足 し て い る こ と が 明 ら か と な り 、パ
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ー ト ナ ー を 持 つ こ と が 性 的 活 動 と 性 的 満 足 度 の 最 も 重 要 な 前 向 き な 予 測 因 子 で あ る こ と を

示 唆 し て い る （ Træen  et al. 2019）。  

 以 上 の こ と か ら 、 わ が 国 と 諸 外 国 で は 、 そ の 社 会 的 ・ 文 化 的 背 景 か ら 性 に 関 す る 諸 問 題

も 異 な っ て い る こ と が 理 解 で き る 。 わ が 国 で は 若 者 の 性 行 動 の 実 態 や 性 意 識 の 結 果 か ら 、

性 教 育 の 拡 大 や 充 実 を 重 視 し て い る が 、 個 人 が そ れ を ど う 自 覚 し て い る か フ ィ ー ド バ ッ ク

す る こ と の 必 要 性 ま で は 言 及 さ れ て い な い 。 ま た 、 諸 外 国 に お い て は 、 性 の リ ス ク 行 動 に

至 る 要 因 が 異 な る こ と が う か が え 、 性 同 一 性 や 自 尊 心 な ど メ ン タ ル ヘ ル ス に よ る 影 響 も 要

因 の １ つ で あ る こ と が 考 え ら れ る 。 青 年 期 以 降 に お い て は 、 わ が 国 を 含 め た 高 齢 社 会 で あ

る 国 々 が 、 高 齢 者 の 性 に 対 す る 周 囲 の 認 知 や 、 オ ー ラ ル セ ッ ク ス な ど 性 行 動 の 多 様 化 に 伴

う 感 染 部 位 の 変 化 、 途 上 国 で は 青 年 期 同 様 に 性 感 染 症 な ど の ハ イ リ ス ク な 性 行 動 に つ い て

研 究 さ れ て い る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 要 因 は そ れ ぞ れ 異 な る に せ よ 、 ど の 世 代 に お い て も

性 感 染 症 な ど の ハ イ リ ス ク な 性 行 動 は 散 見 さ れ て お り 、 発 達 段 階 の 早 い う ち か ら 自 身 の 性

に 対 す る 理 解 を 自 覚 さ せ る こ と が 重 要 で あ る こ と が う か が え る 。  

 

３ ． SSAS を 開 発 す る こ と の 意 義  

諸 外 国 や わ が 国 に お い て 性 に 関 す る 尺 度 は 、 こ れ ま で も 多 数 開 発 さ れ て い る 。 わ が 国 で

は 、心 理・行 動 科 学 的 な 立 場 か ら 、大 学 生 を 対 象 に「 状 況 優 先 的 思 考 」、「 性 的 開 放 性 」、「 予

防 意 識 」、「 楽 観 的 思 考 」 の ４ 概 念 か ら 構 成 さ れ る 大 学 生 の 性 感 染 症 予 防 行 動 に 関 す る 意 識

尺 度（ 尼 崎 ら  2008）が 開 発 さ れ て い る 。ま た 、青 年 心 理 学 領 域 か ら 、大 学 生 を 対 象 に 性 的

自 己 意 識 と 性 的 リ ス ク 対 処 意 識 を 測 定 す る 尺 度 が 開 発 さ れ て い る（ 草 野  2007）。こ の 尺 度

は 、心 理 学 の 視 点 か ら 、性 的 自 己 概 念 を 性 的 自 己 意 識 と 性 的 リ ス ク 対 処 意 識 の 2 側 面 か ら

捉 え 、 相 互 に ど の よ う に 関 係 し て い る の か 、 性 交 経 験 の 有 無 と の 関 連 を 明 ら か に す る 目 的

で 開 発 さ れ て お り 、 性 感 染 症 や 望 ま な い 妊 娠 、 人 工 妊 娠 中 絶 の 増 大 と い っ た 当 時 の 社 会 背

景 か ら 大 学 生 を 対 象 と し て い る（ 草 野  2007）。さ ら に 、上 田（ 2014）は 、性 行 動 が 開 始 ・

活 発 化 す る 中 学 生 を 対 象 に 、「 性 行 動 リ ス ク 性 」、「 性 行 動 追 求 性 」、「 生 命 と 性 の 尊 重 性 」、

「 恋 愛 尊 重 性 」 の ４ つ か ら 構 成 さ れ る 中 学 生 版 の 性 の 健 康 心 理 尺 度 を 開 発 し て い る （ 上 田  

2014）。こ の 尺 度 は 、性 教 育 を 実 施 す る 前 の 中 学 生 の 実 態 把 握 や 、教 育 介 入 前 後 の 心 理 的 変

化 を 測 定 し 、教 育 の 効 果 を 明 確 に す る 目 的 で 開 発 さ れ て い る（ 上 田  2014）。一 方 、諸 外 国

で は 、 期 待 理 論 か ら 開 発 さ れ た 青 年 期 の 性 的 期 待 尺 度 が あ る （ Bourdeau et al. 2010）。 期

待 は 、行 動 に 対 す る 社 会 的 お よ び 環 境 的 影 響 の 主 た る 仲 介 要 因 で あ る（ Goldman et al. 1999）
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た め 、 青 年 期 の 性 行 動 を 理 解 す る た め に 性 的 期 待 が 重 要 で あ る 可 能 性 が あ る こ と か ら 開 発

さ れ て い る（ Bourdeau et al. 2010）。ま た 、「 強 み 」、「 親 密 さ 」、「 対 処 」、「 価 値 観 」、「 健 康 」、

「 準 備 不 足 」の 6 の 下 位 尺 度 か ら 構 成 さ れ る 青 年 期 を 対 象 と し た 性 行 動 に 対 す る 動 機 尺 度

は 、 性 感 染 症 の 有 病 率 と 青 年 お よ び 若 年 成 人 の 間 の 望 ま な い 妊 娠 と い っ た 諸 問 題 か ら 、 研

究 者 や 臨 床 医 が 性 行 動 に 対 す る 動 機 付 け の 重 要 性 を 確 実 か つ 有 効 に 評 価 す る た め に 開 発 さ

れ て い る （ Patrick et al. 2011）。  

青 年 期 以 降 で は 、 高 齢 者 の 性 に 関 す る 知 識 お よ び 態 度 を 評 価 す る こ と を 目 的 と し た

Aging Sexual Knowledge and Attitudes Scale 日 本 語 版 （ 赤 嶺 ら  2003） や 、 慢 性 病 を 持 つ

高 齢 者 の 性 に 関 す る 看 護 師 の 認 識 、 感 情 と 援 助 へ の 行 動 意 図 と の 関 係 を 明 ら か に す る た め

に 作 成 さ れ た 「 慢 性 病 を も つ 高 齢 者 の 性 に 関 す る 看 護 師 の 認 識 尺 度 」、「 高 齢 者 の 性 に 関 す

る 看 護 師 の 感 情 尺 度 」、「 高 齢 者 の 性 に 関 す る 援 助 へ の 行 動 意 図 尺 度 」（ 小 松 ら  2003）な ど

が あ る 。 諸 外 国 に お い て は 、 50 歳 以 上 の 高 齢 者 集 団 の HIV 危 険 因 子 の 早 期 発 見 と ス ク リ

ー ニ ン グ を 目 的 と し て 開 発 さ れ た HIV リ ス ク 評 価 ス ク リ ー ニ ン グ ツ ー ル が あ る （ Miller 

2014）。  

そ の 他 に も 多 く の 性 に 関 す る 尺 度 が 開 発 さ れ て い る が 、 ハ イ リ ス ク な 性 行 動 に ま つ わ る

尺 度 は 、 性 行 動 が 活 発 化 し 、 性 感 染 症 や 人 工 妊 娠 中 絶 な ど の 社 会 的 な 問 題 か ら 思 春 期 ・ 青

年 期 を 対 象 に し た も の が 多 く 見 受 け ら れ る 。 ま た 、 研 究 者 や 教 育 者 に よ る 性 教 育 の 評 価 や

性 の 実 情 、 性 的 問 題 を 把 握 す る た め の 指 標 と し て 開 発 さ れ て い る と 解 釈 で き 、 当 事 者 で あ

る 若 者 が 自 身 の 性 的 傾 向 を 評 価 す る ツ ー ル や 、 本 人 の 性 的 傾 向 を 自 覚 さ せ る 目 的 を も っ た

尺 度 は 少 な く 、CSE で 活 用 さ れ て い る 「 The Circles of Sexuality (Dailey 1981・2017）」を

理 論 的 背 景 と し た 尺 度 は 見 当 た ら な い 。 さ ら に 中 年 期 ・ 高 齢 期 を 対 象 と し た 性 に 関 す る 尺

度 は 、 当 事 者 が 自 身 の 性 を 理 解 す る も の で は な く 、 他 者 が 高 齢 者 の 性 を 理 解 す る も の や 、

研 究 者 ら が 臨 床 で 活 用 す る ツ ー ル が 開 発 さ れ て い る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 あ ら ゆ る 世 代 に

お い て 、 性 感 染 症 な ど の ハ イ リ ス ク な 性 の 諸 問 題 か ら 、 こ れ ら の 解 決 の た め に ス ク リ ー ニ

ン グ や 予 防 行 動 な ど 様 々 な 尺 度 が 開 発 さ れ た 経 緯 が 読 み 取 れ る 。 し か し 、 そ れ ら は 性 を 包

括 的 に 捉 え た 概 念 か ら 開 発 さ れ た 尺 度 で は な い こ と が 確 認 で き る 。  

以 上 の こ と か ら 、 諸 外 国 や わ が 国 で ハ イ リ ス ク な 性 行 動 が 散 見 さ れ る 青 年 期 を 対 象 に 、

個 人 が 自 身 の 性 的 傾 向 を 理 解 す る た め の ツ ー ル が 必 要 で あ る と 考 え た 。  
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Ⅲ ． 研 究 目 的  

そ こ で 本 研 究 で は 、 諸 外 国 の CSE で 多 く 活 用 さ れ て い る 「 The Circles of Sexuality  

(Dailey 1981・2017）」を 理 論 的 概 念 と し て 、性 行 動 が 活 発 化 す る 青 年 期 を 対 象 と し た 性 の

自 己 評 価 尺 度（ 以 下 、SSAS）を 開 発 す る こ と を 目 的 と す る 。本 研 究 の 意 義 は 、本 尺 度 が 開

発 さ れ る こ と で 、 自 己 の 性 的 傾 向 が 可 視 化 さ れ 、 自 身 の 性 の 傾 向 を 見 つ め 直 す こ と が 期 待

で き る 。 こ れ ま で 、 当 事 者 で あ る 若 者 自 身 の 性 的 傾 向 を 評 価 す る た め の も の や 、 本 人 の 性

的 傾 向 を 自 覚 さ せ る 目 的 を も っ た 尺 度 は 少 な く 、 性 を 包 括 的 に 捉 え た 概 念 か ら 開 発 さ れ た

尺 度 は 見 当 た ら な い こ と か ら 新 規 性 が あ る と い え る 。  

具 体 的 に は 、 教 育 現 場 の 保 健 室 で 性 の 健 康 に 不 安 を 感 じ て 相 談 に く る 学 生 の カ ウ ン

セリ ング に 活 用 でき る。ま た、性 の健 康問 題を 抱え て受 診 する 産婦 人科 や泌 尿 器科 、性

感 染 症 ク リ ニ ッ ク な ど の 医 療 機 関 で 患 者 の 性 的 傾 向 を 自 覚 さ せ る こ と を 目 的 に 、 活 用

する こと がで き る。本 尺度 が広 く活 用 され るこ とで 、性 の 健康 の 保持 増進 に寄 与 でき る

と考 えた 。  

 

Ⅳ ． 研 究 の 構 成  

本 論 文 は 、 第 １ 章 か ら 第 ４ 章 よ り 構 成 す る 。 第 １ 章 は 序 章 、 第 ２ 章 は SSAS 原 版 の 作 成

と 信 頼 性 ・ 妥 当 性 の 検 証 、 第 ３ 章 は SSAS 修 正 版 の 作 成 と 信 頼 性 ・ 妥 当 性 の 検 証 、 第 ４ 章

は 結 語 と し た 。  

各 章 に お け る 研 究 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

１ ．文 献 検 討 を 通 し て 、SSAS に お け る 性 の 概 念 を 確 定 し 、尺 度 項 目 を 精 選 し た 。専 門 家

に よ る 内 容 妥 当 性 を 検 討 し 、 対 象 年 齢 に 該 当 す る 若 者 へ の ヒ ア リ ン グ を 通 じ て 表 面 妥

当 性 の 検 討 を 行 い 、 SSAS 原 版 を 作 成 し た 。 ま た 、 SSAS 原 版 の 調 査 か ら 、 SSAS 原 版

の 信 頼 性 ・ 妥 当 性 を 検 証 し た 。  

２ ． １ で 行 っ た 調 査 を も と に 、 新 た に 生 成 さ れ た 概 念 の 定 義 の 検 討 と 、 尺 度 項 目 の 修 正

を 行 っ た 。 専 門 家 に よ る 内 容 妥 当 性 を 検 討 と 、 対 象 年 齢 に 該 当 す る 若 者 の ヒ ア リ ン グ

か ら 表 面 妥 当 性 の 検 討 を 行 い 、SSAS 修 正 版 を 作 成 し た 。ま た 、SSAS 修 正 版 の 調 査 か

ら 、 SSAS 修 正 版 の 信 頼 性 ・ 妥 当 性 を 検 証 し た 。  

３ ． SSAS 開 発 に お け る 全 体 を 通 し て の 考 察 を 行 い 、 活 用 方 法 や 評 価 方 法 に つ い て 検 討

し 、 ま と め と し た 。  
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第 ２ 章  SSAS 原 版 の 作 成 と 信 頼 性 ・ 妥 当 性 の 検 証  

 

Ⅰ ． 研 究 目 的  

 SSAS 原 版 の 作 成 と 信 頼 性 と 妥 当 性 を 検 証 す る こ と を 目 的 と し た 。  

  

Ⅱ ． 研 究 方 法  

１ ． 研 究 デ ザ イ ン  

 理 論 に 基 づ く 仮 説 検 証 型 横 断 研 究  

 

２ ． 性 の 自 己 評 価 の 概 念 お よ び 尺 度 項 目   

１ ） SSAS の 概 念 化  

「 性 の 自 己 評 価 」と は 、「 自 己 の 性 的 傾 向 を 評 価 す る こ と 」と 定 義 し 、本 研 究 に お け る

「 性 」は 、Dennis M. Dailey（ 1981・2017）の「 The Circles of Sexuality」の ５ つ の 側 面

か ら 構 成 し た（ Dailey 1981・2017)。ま た 、５ つ の 下 位 概 念 の 確 定 に あ た っ て は 、PubMed、

Google Scholar を 用 い 、〔 The Circles of Sexuality〕、〔 Sex education〕 を キ ー ワ ー ド に 検

索 し 、 4 文 献 か ら 下 位 概 念 の 定 義 を 検 討 し 、 確 定 し た (Advocates for Youth 1995, Bass 

2016, Goldfarb 2011, Dailey 1981・ 2017)。 表 １ － １ 、 １ － ２ に 示 す 。  

・ Sensuality（ 官 能 性 ）  

  〔 肉 体 的 な 性 的 快 楽 〕 や 〔 そ れ を 通 じ た 楽 し み 〕、〔 五 感 か ら 刺 激 を 受 け る 快 楽 〕 な ど

の 内 容 か ら 、 様 々 な 刺 激 を 受 け 入 れ 、 身 体 へ 影 響 し 快 楽 を 得 る た め の 個 人 の 考 え 方 や 能

力 と 解 釈 し 、「 自 分 の か ら だ の 認 識 と 受 け 入 れ 、肉 体 的 な 心 地 良 さ に 対 す る 考 え 」と 定 義

し た 。  

・ Intimacy（ 親 密 性 ）  

 〔 相 手 と の 共 有 や 共 感 〕 や 〔 愛 情 や 感 情 〕、〔 脆 弱 性 〕 な ど の 内 容 か ら 、 人 と の 感 情 的

な 結 び つ き や そ れ に 伴 う 喜 び や 憂 い な ど を 受 容 す る 能 力 や そ れ ら を ア ウ ト プ ッ ト す る 能

力 と 解 釈 し 、「 他 の 人 間 と 感 情 的 な 近 さ や そ れ に 伴 う 喜 び や 憂 い に 対 す る 考 え 」と 定 義 し

た 。  
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・ Identity（ 同 一 性 ）  

  〔 性 同 一 性 〕 や 〔 性 役 割 〕 な ど の 内 容 か ら 、 自 分 自 身 の 性 的 な ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 認

識 や 性 別 的 な 役 割 な ど が 含 ま れ 、 個 人 が 性 的 な 存 在 と ど の よ う に 生 き る か を 思 考 す る 能

力 と 解 釈 し 、「 男 性 性 ま た は 女 性 性 の 感 覚 を 含 む 性 的 な 考 え 」 と 定 義 し た 。  

・ Reproduction（ 生 殖 性 ）  

  〔 出 産 〕 や 〔 生 殖 能 力 〕 な ど の 内 容 か ら 、 家 族 計 画 や 妊 孕 性 に 関 わ る リ プ ロ ダ ク テ ィ

ブ ヘ ル ス・ラ イ ツ に お け る 自 己 の 考 え 方 や 能 力 と 解 釈 し 、「 妊 孕 性 に 関 す る 自 己 期 待 を 含

む 考 え 」 と 定 義 し た 。  

・ Sexualization（ セ ク シ ャ ラ イ ゼ ー シ ョ ン ）  

  性 に お け る〔 パ ワ ー 〕や〔 性 の 利 用 〕、〔 誘 惑 〕な ど の 内 容 か ら 、自 分 の 身 体 の Sexuality

な 部 分 を 利 用 し た 欲 求 の 充 足 や 他 人 を 支 配 す る 感 情 や 思 考 お よ び 行 動 と 解 釈 で き 、

「 Sexuality（ 身 体 ） を 利 用 し て 他 人 を 操 作 し よ う と す る 考 え 」 と 定 義 し た 。  

２ ） 尺 度 項 目 の 作 成  

（ １ ） 尺 度 項 目 の 草 案  

尺 度 項 目 の 作 成 は 、 PubMed、 Google Scholar、 医 中 誌 Web 版 を 用 い 、 キ ー ワ ー ド は

〔 The Circles of Sexuality〕と ５ つ の 概 念（ Sensuality, Intimacy, Identity, Reproduction, 

Sexualization）の ど れ か １ つ に〔 性 教 育（ Sex education）〕も し く は〔 性 的 健 康（ Sexual 

health）〕 を 加 え て 検 索 し た 。 そ の 結 果 「 The Circles of Sexuality」 が 直 接 用 い ら れ て い

る 10 資 料 、 こ れ ら に 関 係 す る 資 料 の 計 20 資 料 を 参 考 に 39 項 目 を 作 成 し た 。 本 尺 度 が

非 常 に デ リ ケ ー ト で あ る た め 、 回 答 の し や す さ を 考 慮 し て 、 断 定 的 で は な く 柔 和 な 表 現

と し 、 下 位 概 念 の 定 義 と 構 成 要 素 か ら キ ー ワ ー ド を 抽 出 し 、 そ れ ら が 反 映 さ れ る 項 目 と

な る よ う に 作 成 し た （ 表 ２ － １ 、 ２ － ２ ）。  

（ ２ ） 内 容 妥 当 性  

 母 性 看 護 学 ・ 助 産 学 領 域 ・ 公 衆 衛 生 看 護 学 領 域 ・ 精 神 看 護 学 領 域 の 研 究 者 、 産 婦 人 科

医 師 の 計 6 名 の 有 識 者 に ス ー パ ー バ イ ズ を 求 め 、尺 度 項 目 つ い て 検 討 し た 。全 体 的 に 表

現 の 具 体 化 と 統 一 を 行 い 、 ワ ー デ ィ ン グ を 修 正 し 誤 解 の な い 表 現 と し た 。 3 項 目 の 削 除

と 9 項 目 を 追 加 し 、 各 概 念 ９ 項 目 の 計 45 項 目 の 尺 度 と し た 。  

（ ３ ） 表 面 妥 当 性  

 対 象 年 齢 に 該 当 す る 男 女 10 名 に ヒ ア リ ン グ を 実 施 し 、 性 に 関 す る 用 語 の 説 明 の 加 筆

や 曖 昧 な 表 現 で あ る 10 項 目 の 修 正 を 行 っ た 。  



 

9 

 

（ ４ ） 尺 度 項 目 の 決 定  

  本 学 倫 理 委 員 会 よ り 意 見 の あ っ た「 生 殖 性 」1 項 目 と「 セ ク シ ャ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 」2 項

目 の 計 3 項 目 に つ い て 、対 象 者 が 不 快 に 感 じ ず 、質 問 の 意 図 が 損 な わ れ な い よ う 修 正 し 、

最 終 的 に 各 概 念 ９ 項 目 か ら 構 成 さ れ る 45 項 目 の 尺 度 と し た （ 表 ３ ）。  

３ ） 回 答 形 式  

 回 答 形 式 は 、自 身 の 性 に 対 す る 考 え に つ い て の 頻 度 を 、「 ４：全 く そ う 思 わ な い 」～「 １：

非 常 に そ う 思 う 」 の ４ 件 法 と し 、 各 回 答 を １ ～ ４ 点 に 得 点 化 し た 。  

 

３ ． 性 の 自 己 評 価 の 概 念 枠 組 み  

 上 記 の 概 念 を も と に 、SSAS を 開 発 す る 上 で の 概 念 図 を 図 １ に 示 す 。性 の 自 己 評 価 を「 自

己 の 性 的 傾 向 を 評 価 す る こ と 」と 定 義 し 、Dennis M. Dailey（ 1981・2017）の「 The Circles 

of Sexuality」 の ５ つ の 側 面 か ら 性 を 構 成 し た （ Dailey 1981・ 2017)。 先 行 研 究 か ら 、 性 に

関 す る 個 人 の 考 え は 、 性 行 動 や 自 尊 感 情 と 関 連 す る た め （ Mash et al. 2015, Kheswa et al. 

2017）、 SSAS の 外 的 基 準 尺 度 と し て 「 大 学 生 用 リ ス ク テ イ キ ン グ 行 動 尺 度 （ 小 塩  2001）」

お よ び「 Rosenberg 自 尊 感 情 尺 度 日 本 語 版（ Mimura et al. 2007）」を 設 定 し た 。ま た 、SSAS

と 「 性 交 経 験 」 と の 関 連 を 確 認 し 、 妥 当 性 を 検 討 し た 。  

 

４ ． 調 査 方 法  

 無 記 名 自 記 式 質 問 紙 調 査 （ オ ン ラ イ ン に よ る Web 調 査 ）  

 

５ ． デ ー タ 収 集 期 間  

 2020 年 ３ 月 ～ 2021 年 1 月   

 

６ ． 対 象 者  

１ ） 対 象 者 の 年 齢  

 対 象 者 の 年 齢 は 、日 本 性 教 育 協 会 の「 青 少 年 の 性 行 動 経 験 率（ 日 本 性 教 育 協 会  2019）」、

お よ び 厚 生 労 働 省 の「 年 齢 別 性 感 染 症 報 告 数（ 厚 生 労 働 省  2019）」、「 人 工 妊 娠 中 絶 数（ 厚

生 労 働 省  2020）」、「 出 生 数（ 厚 生 労 働 省  2021）」か ら 検 討 し た（ 厚 生 労 働 省  2019・2020・

2021, 日 本 性 教 育 協 会  2019）。  
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そ の 結 果 、 性 行 動 経 験 率 が 大 学 生 に な る と 高 校 生 の ２ ～ ３ 倍 に 上 昇 す る こ と 、 性 器 ク

ラ ミ ジ ア 感 染 症 や 淋 菌 感 染 症 が 20～ 24 歳 で 最 も 多 く み ら れ る こ と 、 人 工 妊 娠 中 絶 数 が

20～ 24 歳 で 増 加 し て い る こ と 、 出 生 数 が 15～ 19 歳 で 毎 年 1000 人 前 後 み ら れ る こ と を

受 け 、本 研 究 で は 18～ 24 歳 の 若 者 を 対 象 と し た（ 厚 生 労 働 省  2019・2020・2021, 日 本

性 教 育 協 会  2019）。  

２ ） 対 象 者 の 選 定  

総 務 省 統 計 局 に よ る と 、18 歳 人 口 の 約 67.5％ が 高 等 教 育 機 関 に 所 属 し て い る た め 、高

等 教 育 機 関 に 所 属 す る 500 名 と し た（ 総 務 省  2017）。標 本 サ イ ズ を 比 例 割 当 法 で 検 討 し 、

大 学 群 と 専 門 学 校 群 の 割 合 が 4： 1 と な る よ う 操 作 し 、 大 学 群 400 名 、 専 門 学 校 群 100

名 の 計 500 名 と し た 。  

 

７ ． デ ー タ 収 集 方 法  

１ ） 調 査 の 手 続 き  

 全 国 の 高 等 教 育 機 関 の 所 属 長 に 対 し て 、 調 査 実 施 と 調 査 対 象 者 へ の 調 査 に 関 す る 協 力

及 び 調 査 に 関 す る 書 類 一 式（ 調 査 フ ォ ー ム を 含 む ）を 文 書 も し く は 口 頭 に て 依 頼 し た（ 様

式 １ ～ ３ ）。調 査 実 施 へ の 協 力 同 意 が 得 ら れ た 施 設 に は 、署 名 さ れ た 同 意 書 と 調 査 フ ォ ー

ム へ ア ク セ ス す る QR コ ー ド を 添 付 し た 調 査 依 頼 書 の 配 布 部 数 を 記 入 し た 書 類 の 返 送 を

依 頼 し た 。 同 意 書 の 返 送 が 得 ら れ た 施 設 に 、 本 研 究 で 使 用 す る QR コ ー ド を 添 付 し た 調

査 依 頼 書 （ 様 式 ２ ） を 送 付 し 、 本 研 究 の 対 象 と な る 者 へ の 配 布 を 依 頼 し た 。 な お 、 同 意

書 返 信 後 か ら フ ォ ー ム 送 信 ま で の 間 は 、 同 封 の 撤 回 書 に て 承 諾 の 撤 回 が 可 能 で あ る 旨 も

伝 え た 。  

２ ） 配 布 方 法  

調 査 協 力 同 意 の 得 ら れ た 高 等 教 育 機 関 の 本 研 究 協 力 に つ い て 、 窓 口 と な る 責 任 者 を 通

し て 、 対 象 者 に 対 し QR コ ー ド を 添 付 し た 調 査 依 頼 書 （ 様 式 ２ ） を 配 布 し た 。 調 査 フ ォ

ー ム へ ア ク セ ス し 、 調 査 項 目 入 力 後 の 送 信 も っ て 調 査 研 究 協 力 へ の 同 意 を 得 た も の と し

た 。 な お 、 締 め 切 り は 、 調 査 協 力 依 頼 書 の 配 布 か ら 約 ２ 週 間 と し た 。  

 

８ ． 調 査 項 目 （ 様 式 ３ ）  

１ ） 個 人 属 性 （ 性 別 、 年 齢 、 パ ー ト ナ ー の 有 無 等 ）  

先 行 研 究 よ り 、 性 行 動 や 性 的 価 値 観 お よ び 性 的 健 康 に 関 す る ９ 項 目 を 設 定 し た 。  
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２ ） SSAS 尺 度 項 目  

  ５ 概 念 45 項 目 に つ い て 、 ４ 件 法 の リ ッ カ ー ト ス ケ ー ル で 尋 ね た 。  

３ ） 大 学 生 用 リ ス ク テ イ キ ン グ 行 動 尺 度  

「 大 学 生 用 リ ス ク テ イ キ ン グ 行 動 尺 度（ 小 塩  2001）」は 、12 項 目 ４ 件 法 で 設 定 さ れ て

お り 、 Cronbach’s α 係 数 は 、 0.70 前 後 と そ れ ほ ど 高 い 値 で は な い が 、 再 テ ス ト 法 に よ

る 相 関 係 数 は 0.83 と 高 く 、心 理 学 の 分 野 で 多 く 活 用 さ れ て い る（ 小 塩  2001）。本 尺 度 の

使 用 に あ た っ て は 、 開 発 者 の 所 属 機 関 の ホ ー ム ペ ー ジ に 、 尺 度 の 引 用 元 と な る 文 献 を 明

示 す れ ば 自 由 に 使 用 が 可 能 で あ る こ と が 掲 載 さ れ て い る た め 、 特 別 に 使 用 許 諾 の 連 絡 は

し て い な い 。  

４ ） Rosenberg 自 尊 感 情 尺 度 日 本 語 版  

「 Rosenberg 自 尊 感 情 尺 度 日 本 語 版 （ Mimura et al. 2007）」 は 、 10 項 目 ４ 件 法 で 設 定

さ れ て お り 、Cronbach’s α 係 数 は 、0.81 で 、再 テ ス ト 法 に よ る 級 内 相 関 係 数（ ICC）は 、

0.78 で あ る （ Mimura et al. 2007）。 本 尺 度 の 使 用 は 、 原 著 者 か ら 承 諾 を 得 て い る 。  

 

９ ． 分 析 方 法  

１ ） 記 述 統 計 量 の 算 出  

調 査 項 目 の 全 項 目 の 記 述 統 計 量 を 算 出 し 実 態 を 把 握 し た 。  

２ ） SSAS 尺 度 項 目 の 項 目 分 析  

尺 度 項 目 の 45 項 目 に つ い て 、 質 問 項 目 ご と に 回 答 割 合 や 正 規 分 布 を な す か 確 認 し 、

平 均 値 と 標 準 偏 差 を 算 出 し た 。平 均 値 と 標 準 偏 差 の 値 か ら 、天 井 効 果・フ ロ ア ー 効 果（ 平

均 ±１ SD）を 示 す 項 目 が な い か を 確 認 し た 。次 に 、項 目 の 重 複 を 避 け る た め に 、項 目 間

の 相 関 係 数 を 算 出 し た 。 相 関 係 数 が 0.7 以 上 の 場 合 、 そ れ ら の 項 目 の 内 容 が 非 常 に 類 似

し て い る た め 、 一 方 の 項 目 を 除 外 す る こ と に し た 。 ま た 、 各 項 目 の 弁 別 力 を 検 証 す る た

め に 、尺 度 全 45 項 目 の 下 位 尺 度 合 計 得 点 に つ い て 、四 分 位 法 に よ り 上 位 群 、下 位 群 に 分

け 、 各 項 目 得 点 の 平 均 値 を ｔ 検 定 に よ っ て 比 較 し 、 有 意 差 が な い 項 目 を 除 外 す る こ と と

し た（ G-P 分 析 ）。さ ら に 、内 的 整 合 性 を 検 証 す る た め 、Spearman の 順 位 相 関 分 析 を 用

い て 尺 度 の 各 項 目 得 点 と 当 該 項 目 を 除 く 合 計 得 点 に お け る 相 関 係 数 を 確 認 し 、 相 関 係 数

が 0.3 を 満 た さ な い 項 目 を 除 外 す る こ と と し た （ I-T 相 関 ）。  
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な お 、相 関 分 析 に お け る 相 関 係 数 の 基 準 は 、内 田 ら（ 2015）の 数 値 を 参 考 に 、「 0.7 以

上；強 い 相 関 」、「 0.7～ 0.5；中 間 の 相 関 」、「 0.5～ 0.3：弱 い 相 関 」、「 0.3 以 下；相 関 な し 」

と し た  (内 田 ら  2015）。  

３ ） 探 索 的 因 子 分 析  

 探 索 的 因 子 分 析 は 、 固 有 値 が 1.00 未 満 で あ り 因 子 負 荷 量 が 0.40 以 上 で あ る こ と を 条

件 に 下 位 尺 度 を 確 認 し 、 下 位 尺 度 の 命 名 を 行 っ た 。  

４ ） 尺 度 の 信 頼 性 の 検 討  

  尺 度 お よ び 外 的 基 準 尺 度 に つ い て 内 的 整 合 性 を 確 認 す る た め 、 Cronbach’s α 係 数 を

算 出 し た 。  

５ ） 尺 度 の 妥 当 性 の 検 討  

 基 準 関 連 妥 当 性 は 、 作 成 し た 尺 度 が 理 論 的 に 関 連 の 強 い 構 成 概 念 を 測 定 す る 外 的 基 準

と ど の 程 度 の 相 関 が み ら れ る か を 確 認 す る こ と で あ る 。 尺 度 項 目 が 外 部 の 基 準 と ど の 程

度 関 連 を 示 す か で 検 証 す る 。妥 当 性 は 、先 行 研 究（ Mash et al. 2015, Kheswa et al. 2017）

よ り「 大 学 生 用 リ ス ク テ イ キ ン グ 行 動 尺 度 （ 小 塩  2001）」 お よ び 「 Rosenberg 自 尊 感 情

尺 度 日 本 語 版 （ Mimura et al. 2007）」 を 用 い て 検 討 し た 。  

ま た 、 構 成 概 念 妥 当 性 の 検 討 と は 、 他 の 心 理 的 特 徴 と の 関 連 を 理 論 的 に 予 測 し 、 実 際

に デ ー タ を 収 集 し て 予 想 通 り の 関 連 が み ら れ る か ど う か を 検 討 す る こ と で あ る （ 宮 本 ら   

2019）。 そ こ で 、 上 記 の 探 索 的 因 子 分 析 の ほ か 、 SSAS と 性 交 経 験 と の 関 連 を 確 認 し た 。 

全 て の 分 析 は SPSS Statistics ver 25.0 for Windows を 用 い て 実 施 す る （ 両 側 検 定 、 有

意 水 準 5%）。  

 

10． 倫 理 的 配 慮  

本 研 究 は 、東 京 医 療 保 健 大 学 ヒ ト に 関 す る 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し た（ 院 31

－ 67Ａ ）。  

 調 査 協 力 は 、 自 由 意 思 で あ る こ と 、 匿 名 性 を 保 証 す る こ と 、 デ ー タ は 本 研 究 の 目 的 以 外

に 使 用 し な い こ と 、 調 査 フ ォ ー ム の 送 信 を も っ て 調 査 に 同 意 し た と み な す こ と と し 、 回 答

中 に 精 神 的 な 苦 痛 を 感 じ た 場 合 は 、 い つ で も 中 断 で き る こ と 、 性 に 関 す る 臨 床 心 理 士 を 紹

介 す る こ と 等 を 調 査 協 力 依 頼 文 書 に 明 記 し た 。  
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Ⅲ ． 結 果  

１ ． 配 布 と 回 収 の 状 況  

首 都 圏 に お け る 大 学 ６ 施 設 、 専 門 学 校 ２ 施 設 、 計 ８ 施 設 の 高 等 教 育 機 関 よ り 同 意 が 得 ら

れ 、同 意 が 得 ら れ た 施 設 に 所 属 す る 18～ 24 歳 の 青 年 男 女 を 対 象 と し た 。437 名 か ら 回 答 が

得 ら れ 、 こ の う ち SSAS の 欠 損 の み ら れ た 回 答 や 、 重 複 回 答 と 思 わ れ る 回 答 の 78 名 を 除

き 、 359 名 を 分 析 対 象 と し た （ 有 効 回 答 率 82.2％ ）。  

 

２ ． 対 象 者 の 属 性  

 対 象 者 の 属 性 を 表 ４ に 示 す 。  

対 象 の 性 別 は 、「 男 性：131 名 」、「 女 性：228 名 」と 女 性 が 約 ６ 割 を 占 め 、「 大 学 生： 149

名 」、「 専 門 学 校 生：10 名 」と ９ 割 以 上 が 大 学 生 で 、平 均 年 齢 は 19.95（ ±1.42）歳 だ っ た 。  

イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 時 間 で は 、「 ３ ～ ６ 時 間：138 名 」と 最 も 多 く 、次 い で「 暇 さ え あ

れ ば 常 に ： 111 名 」 だ っ た 。  

ま た 、パ ー ト ナ ー の 有 無 で は 、「 い な い：226 名 」が 全 体 の ６ 割 を 占 め た 。性 交 経 験 の 有

無 で は 、「 経 験 あ り ： 209 名 」 と 回 答 し た 者 が ６ 割 弱 存 在 し 、 う ち 初 性 交 時 の 平 均 年 齢 は

17.51（ ±1.66） 歳 で あ っ た 。  

 

３ ． 項 目 分 析  

 項 目 分 析 の 結 果 を 表 ５ ― １ か ら 表 ５ － ３ に 示 す 。  

１ ） 天 井 効 果 と フ ロ ア ー 効 果  

全 尺 度 項 目 の う ち 、 9 項 目 （ No.17, 22, 23, 24, 30, 31, 32, 34, 35） で 天 井 効 果 （ 4.0 以

上 ）が 認 め ら れ 、フ ロ ア ー 効 果（ 1.0 以 下 ）は 、8 項 目（ No.7, 8, 27, 37, 39, 40, 41, 44）

で 認 め ら れ た 。  

２ ） I-T 相 関  

Spearman の 順 位 相 関 分 析 に お い て 相 関 係 数 が 0.3 以 下 で あ っ た 項 目 は 、20 項 目（ No.4, 

8, 13, 14, 17, 22, 23, 24, 25, 26, 27, 31, 33, 34, 35, 36, 40, 41, 43, 44） で あ っ た 。  

３ ） G-P 分 析  

尺 度 の 合 計 得 点 か ら 下 位 群（ ｎ ＝ 95、25％：111 点 以 下 ）、上 位 群（ ｎ ＝ 94、75％：130

点 以 上 ） を 抽 出 し 、 G-P 分 析 を 行 っ た と こ ろ 、 ４ 項 目 （ No.14,17,41,43） で 2 群 間 に 有

意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。  
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４ ） 項 目 間 相 関  

Spearman の 順 位 相 関 分 析 に お い て 相 関 係 数 0.7 以 上 の 組 み 合 わ せ 確 認 し た と こ ろ 、 2

組 （ No.3 と 6、 No.25 と 26） み ら れ た 。  

５ ） 項 目 内 容 の 解 釈  

「 官 能 性 」で は 、No.3, 6 で 項 目 間 相 関 が み ら れ 、今 後 の 調 査 に お け る 回 答 の し や す さ

等 を 勘 案 し て 、 No.6 を 削 除 す る こ と と し た 。 ま た 、 No.7, 8 で は フ ロ ア ー 効 果 が 確 認 さ

れ 、No.4, 8 に お い て は I-T 相 関 で の 相 関 係 数 も 低 い こ と か ら 、４ 項 目 を 削 除 す る こ と と

し た 。  

「 親 密 性 」 で は 、 No.13, 14, 17 に お い て 、 I-T 相 関 で の 相 関 係 数 が 低 く No.14, 17 に

お い て は G-P 分 析 で も 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。ま た 、No.17 に お い て は 天 井 効 果 も

確 認 で き た た め 、 ３ 項 目 を 削 除 す る こ と と し た 。  

「 同 一 性 」で は 、No.22, 23, 24, 25, 26, 27 で I-T 相 関 で の 相 関 係 数 が 低 く 、No.22, 23, 

24 で は 天 井 効 果 も 確 認 さ れ た 。No.27 は フ ロ ア ー 効 果 も 確 認 さ れ た た め 、６ 項 目 を 削 除

す る こ と と し た 。  

「 生 殖 性 」 で は 、 No.30, 31, 32, 34, 35 の ５ 項 目 で 天 井 効 果 が 確 認 で き た 。 さ ら に 、

No.31, 33, 34, 35, 36 の ５ 項 目 で I-T 相 関 で の 相 関 係 数 が 低 か っ た 。 該 当 す る 全 て の 項

目 を 削 除 す る と 、「 生 殖 性 」の 概 念 に 包 含 さ れ る「 妊 孕 性 」の 意 味 合 い が 薄 れ て し ま う た

め 、 I-T 相 関 お よ び 天 井 効 果 の ど ち ら か １ つ の み に 該 当 し 、 除 外 基 準 値 に 近 い 値 で あ る

No.30, 33 を 残 す こ と と し た 。  

「 セ ク シ ャ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 」 で は 、 No.37, 39, 40, 41, 44 の ５ 項 目 で フ ロ ア ー 効 果 が

確 認 さ れ た 。 ま た 、 No.40, 41, 43, 44 の ４ 項 目 で I-T 相 関 で の 相 関 係 数 が 低 く 、 そ の う

ち No.41, 43 は G-P 分 析 で も 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。そ の た め 、I-T 相 関 お よ び G-

P 分 析 で 基 準 を 満 た さ な か っ た No.41, 43、 フ ロ ア ー 効 果 と I-T 相 関 で 基 準 値 を 満 た さ

な か っ た No.40, 44 の 計 ４ 項 目 を 削 除 す る こ と と し た 。 ま た 、 フ ロ ア ー 効 果 の み で 基 準

値 を 満 た さ な か っ た No.37, 39 に つ い て の 削 除 を 検 討 し た が 、「 セ ク シ ャ ラ イ ゼ ー シ ョ

ン 」 の 概 念 が 薄 れ て し ま う こ と 、 除 外 基 準 値 に 近 い 値 で あ る た め 残 す こ と と し た 。  

以 上 よ り 、 22 項 目 を 除 外 す る こ と と し た 。  
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４ ． 探 索 的 因 子 分 析  

項 目 分 析 で 検 討 し た 23 項 目 に つ い て 探 索 的 因 子 分 析 （ 主 因 子 法 ・ 回 転 な し ） を 実 施 し

た 。独 立 変 数 と し て 投 入 し た 23 項 目 の う ち 、正 規 分 布 し て い な い 項 目 が み ら れ た こ と 、計

算 上 の エ ラ ー が 起 こ り に く い と い う 利 点 か ら 主 因 子 法 に よ る 分 析 と し た（ 対 馬  2020）。固

有 値 お よ び ス ク リ ー プ ロ ッ ト を 勘 案 し 、因 子 数 を ４ と 仮 定 し 、因 子 数 を ４ と し た 主 因 子 法・

プ ロ マ ッ ク ス 回 転 の 因 子 分 析 を 実 施 し た 。 い ず れ の 因 子 負 荷 量 も 0.40 未 満 で あ る 項 目

（ No.42） を 除 外 し 、 因 子 の 意 味 内 容 か ら 逸 脱 す る 項 目 （ No.18, 21） を 除 外 し 、 再 度 分 析

し た と こ ろ 、 No.45 の 因 子 負 荷 量 が 0.40 未 満 で あ っ た た め 削 除 し た 。  

再 度 、因 子 数 ４ と し た 因 子 分 析 を 行 い 、19 項 目 ４ 因 子 構 造 か ら な る 尺 度 と な っ た 。最 終

的 な 因 子 分 析 の 結 果 を 表 ６ に 示 す 。  

１ ） 因 子 の 命 名  

第 １ 因 子 は 、５ 項 目 か ら 構 成 さ れ 、「 人 と の ス キ ン シ ッ プ を 求 め る 」、「 人 と の 身 体 的 な

距 離 感 の 近 さ で 幸 せ を 感 じ る 」 な ど の 項 目 か ら 、 人 と の 物 理 的 距 離 感 の 近 さ を 表 し た 内

容 と 解 釈 し 、「 近 接 性 」 と 命 名 し た 。  

第 ２ 因 子 は 、４ 項 目 か ら 構 成 さ れ 、「 自 分 の 性 欲 を 満 た す た め に 性 交（ セ ッ ク ス ）を 迫

ろ う と す る 傾 向 が あ る 」、「 自 身 の 性 欲 は 性 交 （ セ ッ ク ス ） で 満 た さ れ る 」 な ど の 項 目 か

ら 、 肉 体 的 な 性 的 快 感 を 求 め る 内 容 を 表 し て い る と 解 釈 し 、「 官 能 性 」 と 命 名 し た 。  

第 ３ 因 子 は 、6 項 目 か ら 構 成 さ れ 、「 加 齢 に 伴 う 生 殖 機 能 の 変 化 に つ い て 知 っ て い る 」、

「 自 身 の 健 康 的 な 性 機 能 に つ い て 知 っ て い る 」 な ど の 項 目 か ら 、 リ プ ロ ダ ク テ ィ ブ ・ ヘ

ル ス に つ い て あ ら わ し た 内 容 と 解 釈 し 、「 生 殖 性 」 と 命 名 し た 。  

第 ４ 因 子 は 、４ 項 目 か ら 構 成 さ れ 、「 人 に 対 し て 思 い や り が 深 い 」、「 人 に 対 し て 愛 情 が

深 い 」 な ど 、 仮 説 概 念 に 含 ま れ て い た 項 目 の う ち 、 他 人 （ 相 手 ） に 対 す る 親 し み や 愛 情

の 深 さ や そ れ ら の 表 現 を 示 す 内 容 で 集 約 さ れ た た め 、「 親 愛 性 」 と 命 名 し た 。  

２ ） 因 子 間 相 関   

 第 １ 因 子「 近 接 性 」と の 相 関 は 、第 ２ 因 子「 官 能 性 」（ rs＝ 0.56）、第 ４ 因 子「 親 愛 性 」

（ rs＝ 0.50） と 中 程 度 の 正 の 相 関 が み ら れ 、 第 ３ 因 子 「 生 殖 性 」（ rs＝ 0.36） と は 弱 い 正

の 相 関 が み ら れ た 。  

 第 ２ 因 子「 官 能 性 」は 、第 １ 因 子「 接 近 性 」と 中 程 度 の 相 関 に あ っ た が 、第 ３ 因 子「 生

殖 性 」（ rs＝ 0.34） と 弱 い 正 の 相 関 が み ら れ た 。 し か し 、 第 ４ 因 子 「 親 愛 性 」（ rs＝ 0.28）

と は 相 関 が な か っ た 。  
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  第 ３ 因 子 「 生 殖 性 」 と の 相 関 は 、 第 １ 因 子 「 近 接 性 」 と 第 ２ 因 子 「 官 能 性 」 と は 弱 い

正 の 相 関 が あ り 、 第 ４ 因 子 「 親 愛 性 」（ rs＝ 0.31） と も 弱 い 正 の 相 関 が あ っ た 。  

 

５ ． 尺 度 の 信 頼 性 の 検 証  

 尺 度 全 体 お よ び 因 子 ご と の Cronbach’s α 係 数 を 算 出 し た と こ ろ 、 尺 度 全 体 の

Cronbach’s α 係 数 は 0.85、 第 １ 因 子 ～ 第 ２ 因 子 、 第 ４ 因 子 は 0.73～ 0.81 と 0.7 を 超 え て

い た が 、 第 ３ 因 子 は 0.67 で 0.7 を 超 え て い な か っ た （ 表 ７ ）。  

 

６ ． 尺 度 の 妥 当 性 の 検 証  

１ )基 準 関 連 妥 当 性  

２ つ の 外 的 基 準 尺 度 の Cronbach’s α 係 数 を 算 出 し た と こ ろ 、「 大 学 生 用 リ ス ク テ イ キ

ン グ 尺 度 （ 小 塩  2001）」 と 「 Rosenberg 自 尊 感 情 尺 度 日 本 語 版 （ Mimura et al. 2007）」

と も に Cronbach’s α 係 数 は 0.8 以 上 と 高 い 信 頼 性 が 得 ら れ た （ 表 ７ ）。  

SSAS 合 計 得 点 お よ び 下 位 尺 度 と 「 Rosenberg 自 尊 感 情 尺 度 日 本 語 版 （ Mimura et al. 

2007）」と の 相 関 分 析 の 結 果 、相 関 は 認 め ら れ な か っ た 。同 様 に 、「 大 学 生 用 リ ス ク テ イ

キ ン グ 尺 度（ 小 塩  2001）」に お い て も 、個 人 的 リ ス ク 行 動 尺 度 お よ び 社 会 的 リ ス ク 行 動

尺 度 と も に 相 関 は 認 め ら れ な か っ た （ 表 ８ ）。  

２ )構 成 概 念 妥 当 性  

SSAS 合 計 得 点 お よ び 下 位 尺 度 と 性 交 経 験 の 有 無 と の 関 連 を 分 析 し た と こ ろ 、 有 意 な

関 連 が 確 認 で き 、 性 交 経 験 を 有 す る 者 の 得 点 が 高 い こ と が 明 ら か と な っ た （ 表 ９ ）。  

 

Ⅳ ． 考 察  

１ ． 対 象 者 の 特 徴  

 本 研 究 は 、青 年 期 の SSAS の 開 発 で あ る こ と か ら 、18～ 24 歳 に 該 当 す る 若 者 と し て お り 、

対 象 者 の 選 定 に あ た っ て は 、 18 歳 人 口 の 約 67.5％ が 高 等 教 育 機 関 に 所 属 し て い る こ と か

ら （ 総 務 省  2017）、 高 等 教 育 機 関 に 所 属 す る 18～ 24 歳 の 若 者 を 対 象 と し た 。  

学 校 保 健 安 全 法 に よ り 、 専 門 学 校 や 大 学 な ど 高 等 教 育 機 関 に お い て も 保 健 室 の 設 置 が 義

務 付 け さ れ（ 川 村  2016）、学 生 に と っ て 健 康 相 談 や 保 健 指 導 を 受 け ら れ る 環 境 が 整 っ て い

る 。 こ れ は 、 身 体 的 な 健 康 に 限 ら ず 性 的 健 康 に お い て も 同 様 で あ る 。 ま た 、 大 学 生 や 専 門

学 生 は 、 卒 業 後 の 将 来 に つ い て も 意 識 す る こ と が 考 え ら れ 、 性 感 染 症 や 妊 娠 と い っ た 将 来
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に 影 響 す る 性 行 動 に は 慎 重 で あ る 可 能 性 が 考 え ら え る 。 実 際 に 、 本 研 究 の 結 果 、 妊 娠 し た

経 験 を 有 す る 者 は 2.2％ で あ り 、性 感 染 症 罹 患 経 験 者 は 4.7％ で あ っ た こ と か ら 、性 的 に ロ

ー リ ス ク な 集 団 で あ る と い え る 。 こ の よ う な 環 境 や 状 況 下 で 生 活 す る 若 者 に 調 査 し た こ と

や 、 本 研 究 の 調 査 対 象 者 が 首 都 圏 の 高 等 教 育 機 関 で あ っ た こ と に よ る 地 域 差 が 性 の 自 己 評

価 に 影 響 を 及 ぼ し た 可 能 性 は 少 な く な い と 考 え る 。  

ま た 、 回 収 数 も 計 画 よ り 少 な か っ た こ と や 、 全 国 的 な 調 査 に 至 ら な か っ た こ と か ら 、 尺

度 項 目 数 や 地 域 に よ る バ イ ア ス が か か ら な い よ う 、 サ ン プ ル 数 の 確 保 や 全 国 か ら 回 収 が 見

込 ま れ る 調 査 方 法 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

２ ． SSAS 原 版 の 信 頼 性 の 検 討  

SSAS 尺 度 全 体 お よ び 「 近 接 性 」、「 官 能 性 」、「 親 愛 性 」 の ３ つ の 下 位 尺 度 の Cronbach’s 

α 係 数 は 、 0.7 以 上 と 概 ね 信 頼 性 が 確 保 で き た が 、「 生 殖 性 」 は 0.67 と 0.7 を 下 回 り 、 ま

と ま り の 悪 い 数 値 と な っ た 。  

一 般 的 に 、 信 頼 性 係 数 を 高 め る た め に は 、 相 互 に 相 関 の 高 い 尺 度 項 目 を 選 定 す る こ と や

項 目 数 を 増 や す と い う 2 通 り の 考 え 方 が あ る（ 宮 本 ら  2019）。「 生 殖 性 」の 下 位 尺 度 は 6 項

目 か ら 構 成 さ れ て い る た め 、 信 頼 性 係 数 が 低 く な る ほ ど の 項 目 数 と は い え ず 、 尺 度 内 容 に

問 題 が あ る と 考 え ら れ る 。「 生 殖 性 」の 尺 度 項 目 は 、探 索 的 因 子 分 析 に よ っ て 仮 説 概 念 の「 同

一 性 」 と 「 生 殖 性 」 が 混 在 し た 項 目 で 生 成 さ れ た 。 そ の た め 、 相 互 に 関 係 性 の 強 い 内 容 の

項 目 と は い え な い 可 能 性 が あ り 、 整 合 性 が 低 い 下 位 尺 度 に な り 得 た と 考 え る 。  

以 上 の こ と か ら 、「 生 殖 性 」と し て 構 成 さ れ た 6 項 目 の 尺 度 項 目 の 内 容 や 表 現 の 見 直 し を

行 い 、 内 的 整 合 性 が 高 め ら れ る よ う に 修 正 を 図 る 必 要 が あ る 。  

 

３ ． SSAS 原 版 の 妥 当 性 の 検 討  

１ ） 基 準 関 連 妥 当 性 の 検 討  

SSAS 合 計 得 点 お よ び 下 位 尺 度 と ２ つ の 外 的 基 準 尺 度 と の 相 関 分 析 の 結 果 、 相 関 は 認

め ら れ ず 、 基 準 関 連 妥 当 性 は 確 保 さ れ な か っ た 。  

相 関 が 認 め ら れ な か っ た 要 因 と し て 、 本 研 究 の 対 象 者 は 、 性 感 染 症 罹 患 経 験 者 や 妊 娠

の 経 験 を 有 す る 者 が 少 な く 、 性 的 に ロ ー リ ス ク な 集 団 で あ っ た こ と が 考 え ら れ る 。 若 者

の 性 行 動 経 験 率 は 、 2017 年 で 男 子 大 学 生 47.0％ 、 女 子 大 学 生 36.7％ で あ る の に 対 し 、

2011 年 で は 男 子 大 学 生 53.7％ 、 女 子 大 学 生 46.0％ と 減 少 傾 向 （ 日 本 性 教 育 協 会  2019）

で あ る こ と か ら 、 リ ス キ ー な 要 因 と 関 連 を 示 す 外 的 基 準 尺 度 を 設 定 す る の で は な く 、 対
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象 と な る 集 団 の 特 性 を 捉 え 、 性 的 傾 向 を 包 括 し た 外 的 基 準 尺 度 を 検 討 し 、 新 た に 設 定 す

る 必 要 が あ る 。  

２ ） 構 成 概 念 妥 当 性 の 検 討  

SSAS 合 計 得 点 お よ び 下 位 尺 度 と 性 交 経 験 の 関 連 を 確 認 し た 結 果 、SSAS 合 計 得 点 お よ

び 下 位 尺 度 と 性 交 経 験 と の 間 に 、 有 意 な 関 連 が 確 認 で き 、 性 交 経 験 を 有 す る 者 は SSAS

合 計 得 点 お よ び 下 位 尺 度 が 高 い こ と が 明 ら か と な っ た 。  

一 方 で 、 探 索 的 因 子 分 析 の 結 果 、 ５ つ の 下 位 概 念 が 、 4 つ の 因 子 構 造 と な っ た 。 新 た

な 「 官 能 性 」 は 、 仮 説 概 念 の 「 官 能 性 」 と 「 セ ク シ ャ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 」 が 集 約 さ れ た 概

念 と な り 、 仮 説 概 念 の 「 官 能 性 」 と 「 親 密 性 」、「 セ ク シ ャ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 」 の 一 部 か ら

新 た に「 近 接 性 」が 生 成 さ れ た 。ま た 、仮 説 概 念 の「 同 一 性 」の 一 部 が 新 た な「 生 殖 性 」

の 概 念 に 集 約 さ れ 、 仮 説 概 念 の 「 親 密 性 」 は 、 尺 度 項 目 の 一 部 が 削 除 さ れ 、 残 っ た 尺 度

項 目 の 意 味 内 容 か ら 「 親 愛 性 」 と 命 名 し た 。 こ の た め 、 修 正 版 を 作 成 す る に あ た り 、 新

た な 概 念 と 集 約 さ れ た 項 目 の 意 味 内 容 か ら 、 尺 度 を 洗 練 し て い く 必 要 が あ る 。 さ ら に 、

因 子 間 相 関 で は「 官 能 性 」と「 親 愛 性 」に お い て 相 関 係 数 が 0.28 と 低 く 、相 関 が み ら れ

な か っ た 。 因 子 間 相 関 は 、 因 子 同 士 が 影 響 し あ っ て い る か ど う か を 示 す 値 で あ り 、 相 関

が 低 い 場 合 は 、ま っ た く 違 っ た 概 念 の 因 子 だ と 考 え て 解 釈 す る 必 要 が あ る（ 松 尾 ら  2002, 

中 村  2007） た め 、「 官 能 性 」 と 「 親 愛 性 」 の 尺 度 項 目 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

以 上 か ら 、修 正 版 を 作 成 す る に あ た り 、探 索 的 因 子 分 析 で 構 成 さ れ た 概 念 と 尺 度 内 容 、

ま た 対 象 の 特 徴 を 鑑 み て 、尺 度 項 目 の 洗 練 や 外 的 基 準 尺 度 を 検 討 す る 必 要 が 考 え ら え る 。 
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第 ３ 章  SSAS 修正 版の 作 成と 信 頼性 ・ 妥当 性 の検 証  

 

Ⅰ ． 研 究 目 的  

 本 研 究 の 目 的 は 、第 ２ 章 の 結 果 を 勘 案 し 、SSAS 修 正 版 の 作 成 と 信 頼 性・妥 当 性 を 検 証 す

る こ と で あ る 。  

  

Ⅱ ． 研 究 方 法  

１ ． 研 究 デ ザ イ ン  

 無 記 名 自 記 式 Web 調 査 に よ る 横 断 研 究  

 

２ ． 性 の 自 己 評 価 の 概 念 お よ び 尺 度 項 目 の 修 正   

１ ） SSAS の 概 念 の 修 正  

第 ２ 章 の 結 果 か ら 、４ 概 念 に 集 約 さ れ た そ れ ぞ れ の 尺 度 項 目 を 見 直 し 、検 討 を 行 っ た 。  

・ 官 能 性  

 「 官 能 性 」 は 、 仮 説 概 念 の 「 官 能 性 」 と 「 セ ク シ ャ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 」 の 一 部 か ら 構 成

さ れ て お り 、 肉 体 的 な 快 楽 や 五 感 か ら の 刺 激 に よ る 快 楽 、 性 的 欲 求 の 解 放 に 関 す る 項 目

の ほ か 、 そ れ ら を 得 る た め の 手 段 に 関 す る 「 取 り 引 き 」 や 「 パ ワ ー 」 な ど 「 セ ク シ ャ ラ

イ ゼ ー シ ョ ン 」の 要 素 が 含 ま れ て い る 。こ れ ら の こ と か ら 、「 自 己 の 身 体 的 な 性 的 快 楽 の

心 地 良 さ の 受 け 入 れ や そ れ ら を 得 る た め の 手 段 に 対 す る 考 え 」と 定 義 し た (Advocates for 

Youth 1995, Bass 2016, Dailey 1981・ 2017, Goldfarb 2011)。  

・ 近 接 性  

「 近 接 性 」は 、仮 説 概 念 の「 官 能 性 」3 項 目 と 、「 親 密 性 」と「 セ ク シ ャ ラ イ ゼ ー シ ョ

ン 」各 1 項 目 の 計 5 項 目 か ら 構 成 さ れ て お り 、集 約 さ れ た 尺 度 項 目 か ら 、物 理 的 な 距 離

感 が 近 い こ と に よ っ て 得 ら れ る 感 情 や 快 感 で あ る こ と が わ か る 。こ れ ら の こ と か ら 、「 物

理 的 な 距 離 感 の 近 さ か ら 得 ら れ る 心 地 良 さ に 対 す る 考 え 」 と 定 義 し た (Advocates for 

Youth 1995, Bass 2016, Dailey 1981・ 2017, Goldfarb 2011)。  

・ 生 殖 性  

 「 生 殖 性 」は 、仮 説 概 念 の「 同 一 性 」2 項 目 と「 生 殖 性 」4 項 目 の 計 6 項 目 か ら 構 成 さ

れ て い る 。 自 己 の 身 体 的 な 性 別 に 満 足 と 好 み の タ イ プ の 性 を 理 解 す る こ と は 、 妊 孕 性 に

関 わ る 大 事 な 要 素 で あ る と 考 え る 。 ま た 、 他 の ４ 項 目 も リ プ ロ ダ ク テ ィ ブ ヘ ル ス ・ ラ イ
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ツ に 関 す る 内 容 で あ る と 解 釈 で き る こ と か ら 、「 自 己 の 性 の 満 足 と 性 指 向 の 理 解 お よ び

妊 孕 性 に 関 す る 自 己 期 待 を 含 む 考 え 」 と 定 義 し た (Advocates for Youth 1995, Bass 2016, 

Dailey 1981・ 2017, Goldfarb 2011)。  

・ 親 愛 性  

「 親 愛 性 」 は 、 仮 説 概 念 の 「 親 密 性 」 4 項 目 か ら 構 成 さ れ て お り 、 自 分 か ら 他 人 （ 相

手 ） に 対 す る 親 し み や 愛 情 の 深 さ や そ れ を 表 現 す る 方 法 、 そ の た め に 他 人 （ 相 手 ） と の

距 離 を 縮 め る た め の 自 己 開 示 で あ る と 考 え る こ と が で き る 。Sternberg(1986)の 愛 情 の 三

角 理 論 (Triangular Theory of Love)に よ る と 、〔 愛 情 〕 は ① 情 熱 、 ② 親 密 性 、 ③ コ ミ ッ ト

メ ン ト を 頂 点 と す る 三 角 形 で 表 現 さ れ 、 こ の 頂 点 の 強 弱 に よ っ て 様 々 な 愛 情 が 表 現 さ れ

る と 言 わ れ て い る（ 金 政 ら  2003, 古 村 ら  2013, Sternberg 1986）。Sternberg(1986)の 理

論 と 構 成 さ れ た 尺 度 項 目 を 勘 案 す る と 、「 親 愛 性 」の 方 が よ り 尺 度 項 目 の 意 味 内 容 が 表 現

さ れ て い る と 考 え た （ 金 政 ら  2003, 古 村 ら  2013, Sternberg 1986）。 こ れ ら の こ と を 勘

案 し て 、「 他 人 へ の 愛 情 に 伴 う 喜 び や 憂 い と そ の 表 現 や 他 人 と の 距 離 を 縮 め る た め の 自

己 開 示 に お け る 考 え 」 と 定 義 し た (Advocates for Youth 1995, Bass 2016, Dailey 1981・

2017, Goldfarb 2011, 金 政 ら  2003, 古 村 ら  2013, Sternberg 1986)。  

２ ） 尺 度 項 目 の 作 成  

（ １ ） 尺 度 項 目 の 追 加 と 修 正  

第 ２ 章 の 探 索 的 因 子 分 析 の 結 果 か ら 、下 位 尺 度 を 構 成 す る 尺 度 項 目 が 少 な い「 官 能 性 」

と「 親 愛 性 」に 焦 点 を あ て 、追 加 項 目 の 作 成 を 検 討 し た 。「 官 能 性 」お よ び「 親 愛 性 」に

集 約 さ れ た 尺 度 項 目 の 意 味 内 容 や 、 探 索 的 因 子 分 析 で 削 除 さ れ た 項 目 の う ち 、 因 子 負 荷

量 が 0.40 に 近 い 尺 度 項 目 、 項 目 分 析 の 結 果 を 勘 案 し て 再 検 討 し た （ 表 10）。  

・ 官 能 性  

探 索 的 因 子 分 析 の 結 果 、「 45．私 は 、自 身 の メ リ ッ ト の た め に 引 き 換 え と し て 行 う 性 交

（ セ ッ ク ス ）は 容 認 で き る（ 0.40）」、「 42．私 は 、性 に 関 し て イ ン タ ー ネ ッ ト の 影 響 を 受

け る （ 0.33）」 が 因 子 負 荷 量 に お い て 基 準 値 を 満 た さ な か っ た た め 削 除 し た 。 そ の た め 、

意 味 内 容 を 生 か し 表 現 を 修 正 し て 尺 度 項 目 を 追 加 し た (5 Circles of Sexuality 2019, 

AYLPE 1995, Goldfarb 2011, HANDOUT 2.1 2021)。 ま た 、 除 外 さ れ た 項 目 の 中 か ら 、

仮 説 概 念 の 「 官 能 性 」 と 「 セ ク シ ャ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 」 の 定 義 を 反 映 し た 項 目 で 、 か つ 基

準 値 に よ り 近 い 項 目 を 見 直 し 、『 ７ ．私 は 、自 身 の 性 欲 が 抑 え ら れ な い と 、誰 と で も 性 交
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（ セ ッ ク ス ） が し た い と 思 う 』 の 表 現 を 修 正 し 追 加 項 目 と し て 設 定 し た (5 Circles of 

Sexuality 2019, AYLPE 1995, Goldfarb 2011, HANDOUT 2.1 2021)。  

・ 親 愛 性  

  項 目 分 析 で 除 外 基 準 に 該 当 し な か っ た 「 18．私 は 、人 と の 心 の 距 離 感 の 近 さ で 幸 せ を

感 じ る 」を 活 か し 、「 17．私 は 、性 的 な 関 係 を 持 た な く て も 人 と 親 密 な 関 係 で い ら れ る 」

は 、項 目 分 析 で 除 外 基 準 に 該 当 し た 項 目 で あ る が 、尺 度 項 目 と し て 設 定 し た 意 図 を 汲 み 、

表 現 の 修 正 を 行 い 追 加 項 目 と し て 設 定 し た 。さ ら に 、「 親 愛 性 」は「 2 つ の 当 事 者 間 の 相

互 依 存 の 程 度（ Feng et al. 2021）」や「 親 し み 愛 す る こ と 。人 に 親 し さ を 感 じ 、愛 情 を い

だ い て い る こ と（ 広 辞 苑  2008）」と 示 さ れ て お り 、「 人 に 対 す る 関 心 や 愛 情 」、「 相 手 の た

め に 手 を 貸 す こ と で 得 ら れ る 無 償 の 喜 び 」 を 反 映 し た 「 私 は 、 困 っ て い る 人 を 見 る と 放

っ て お け な い 」 を 追 加 し た (5 Circles of Sexuality 2019, AYLPE 1995, Goldfarb 2011, 

HANDOUT 2.1 2021)。  

（ ２ ） 内 容 妥 当 性  

  母 性 看 護 学・ 助 産 学 領 域 5 名 の 有 識 者 に ス ー パ ー バ イ ズ を 求 め 、尺 度 項 目 つ い て 検 討

し た 。抽 象 度 の 高 い 表 現 を 具 体 化 し 、ワ ー デ ィ ン グ を 修 正 し 誤 解 の な い 表 現 と し た 。 12

項 目 の 表 現 等 の 修 正 を 行 い 、 ４ 概 念 25 項 目 の 尺 度 と し た 。  

（ ３ ） 表 面 妥 当 性  

  対 象 年 齢 に 該 当 す る 5 名 ヒ ア リ ン グ を 実 施 し 、研 究 者 と 解 釈 に 齟 齬 が み ら れ た 項 目 な

ど 12 項 目 の 修 正 を 行 っ た 。  

 最 終 的 に 4 概 念 25 項 目 か ら 構 成 さ れ る 尺 度 と し た （ 表 11）。  

 

３ ． 性 の 自 己 評 価 の 概 念 枠 組 み  

第 ２ 章 の 結 果 か ら 、性 の 自 己 評 価 に お け る 性 は 、「 近 接 性 」、「 官 能 性 」、「 親 愛 性 」、「 生 殖

性 」 の 構 成 概 念 で 成 り 立 つ こ と が 確 認 さ れ た 。 ま た 、 当 初 の 外 的 基 準 と し て 設 定 し て い た

「 リ ス ク テ イ キ ン グ 行 動 尺 度 」、「 自 尊 感 情 尺 度 」 は 、 SSAS と の 相 関 が み ら れ な か っ た こ

と 、 さ ら に 対 象 者 の 特 性 を 勘 案 し 、 新 た な 外 的 基 準 と し て 、「 性 的 自 己 意 識 尺 度 （ 草 野  

2007）」、「 性 的 リ ス ク 対 処 意 識 尺 度 （ 草 野  2007）」 を 基 準 関 連 妥 当 性 の 検 証 に 用 い る こ と

に し た（ 図 ２ ）。草 野（ 2007）は 、両 尺 度 を 作 成 す る に あ た り 、心 理 学 的 分 野 の 先 行 研 究 か

ら 、「 性 的 自 己 意 識 」を ① 自 己 の 性 機 能 や 生 殖 性 や 身 体 像 な ど 性 的 存 在 と し て の 認 知 、② 自

己 の 性 的 成 熟 性 や 性 行 動 に 対 す る 感 じ 方 、「 性 的 リ ス ク 対 処 意 識 」を ① 性 的 関 係 に お け る リ
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ス ク を 避 け る た め の 適 切 な 行 動 が と れ る 自 己 管 理 能 力 の 認 知 、 ② 相 手 と 親 密 な 関 係 を 形 成

し コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と の で き る 性 的 対 人 関 係 能 力 に 関 す る 自 信 と 定 義 し て い る 。

ま た 、 大 学 生 に お い て 性 交 経 験 を も っ て い る 者 は 、 性 的 自 己 意 識 お よ び 性 的 リ ス ク 対 処 意

識 の い ず れ の 得 点 も 高 い こ と を 明 ら か に し て い る （ 草 野  2007）。 以 上 の こ と か ら 、 草 野

（ 2007） の 尺 度 は 、 そ の 定 義 や 性 交 経 験 と の 関 連 か ら SSAS の 外 的 基 準 と し て 適 当 で あ る

と 判 断 し 、 性 交 経 験 や 性 欲 の 程 度 と の 関 連 か ら も 妥 当 性 を 検 討 す る （ 草 野  2007）。  

 

４ ． 調 査 方 法  

 無 記 名 自 記 式 質 問 紙 調 査 （ オ ン ラ イ ン に よ る Web 調 査 ）  

 

５ ． デ ー タ 収 集 期 間  

2021 年 10 月 ～ 2021 年 11 月  

 

６ ． 対 象 者  

COVID-19 の 制 限 下 で の 研 究 で あ り 、デ ー タ の 収 集 が 困 難 で あ る た め 、本 研 究 の 対 象 者

は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 専 門 会 社 （ 以 下 、 A 社 ） に 登 録 し て い る 日 本 国 内 の 高 等 教 育 機 関

（ 大 学 ・ 短 大 ・ 専 門 学 校 ） に 所 属 す る 18～ 24 歳 の 男 女 500 名 と し た 。  

A 社 の 登 録 者 と い う 偏 り は あ る が 、 A 社 の パ ネ ル は 、 日 本 の イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 人 口 の

構 成 に ほ ぼ 近 い 形 に な っ て い る た め 、標 本 の 代 表 性 が 全 く 無 い と い う こ と で は な い 。ま た 、

A 社 は 、 選 択 肢 の 並 び を ラ ン ダ ム に す る な ど 不 正 回 答 防 止 に 取 り 組 ん で お り 、 定 期 的 な 属

性 チ ェ ッ ク に て 成 り す ま し パ ネ ル の 排 除 を 行 う な ど パ ネ ル の 信 頼 性 を 担 保 し て い る 。 さ ら

に 、年 間 300 件 以 上 の 学 術 案 件 の 実 績 が あ り 、大 阪 大 学・九 州 大 学 ・京 都 大 学・慶 応 義 塾

大 学 な ど 多 数 の 研 究 機 関 が 利 用 し て い る こ と か ら 、パ ネ ル の 信 頼 性 が 十 分 で あ る と 判 断 し 、

委 託 す る こ と と し た 。  

以 上 か ら 、 本 研 究 の 対 象 者 は 、 A 社 に 登 録 し て い る 日 本 国 内 の 高 等 教 育 機 関 （ 大 学 ・ 短

大 ・ 専 門 学 校 ） に 所 属 す る 18～ 24 歳 の 男 女 500 名 と し た 。  

 

７ ． デ ー タ 収 集 方 法  

A 社 の 担 当 者 に 調 査 協 力 依 頼 書 （ 様 式 ４ ） お よ び 調 査 フ ォ ー ム （ 様 式 ５ ） の 内 容 を 説 明

し 、契 約 し た 後 に A 社 に 登 録 し て い る パ ネ ル へ 調 査 フ ォ ー ム の 配 布 を 依 頼 し た 。調 査 フ ォ
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ー ム 冒 頭 に は 、 調 査 協 力 依 頼 書 （ 様 式 ４ ） の 文 面 を 掲 示 し 、 画 面 の 下 方 に 「 同 意 」 ボ タ ン

を 設 置 し 、 同 意 す る 者 は 「 同 意 」 ボ タ ン を ク リ ッ ク す る こ と に よ っ て 参 加 の 同 意 と し 、 回

答 を も っ て 同 意 と み な し た 。 調 査 は 、 配 布 し て か ら 約 2～ 3 日 を 締 め 切 り と し た 。  

 

８ ． 調 査 項 目 （ 様 式 ５ ）  

１ ） 個 人 属 性 （ 性 別 、 年 齢 、 パ ー ト ナ ー の 有 無 等 ）  

先 行 研 究 よ り 、 性 交 経 験 や 性 欲 の 程 度 な ど 性 に 関 す る 11 項 目 を 設 定 し た 。  

２ ） SSAS 修 正 版 尺 度 項 目  

 ４ 概 念 25 項 目 に つ い て 、 ４ 件 法 の リ ッ カ ー ト ス ケ ー ル で 尋 ね た 。  

３ ） 大 学 生 の 性 的 自 己 意 識 尺 度  

「 性 的 自 己 意 識 尺 度 （ 草 野  2007）」 は 、 15 項 目 4 件 法 で 設 定 さ れ て お り 、 Cronbach

の α 係 数 は 、0. 86 と 高 い 内 的 整 合 性 が 担 保 さ れ た 尺 度 で あ る （ 草 野  2007）。な お 、本

尺 度 の 使 用 は 、 原 著 者 か ら 使 用 許 諾 を 得 て い る 。  

４ ） 性 的 リ ス ク 対 処 意 識 尺 度  

「 性 的 リ ス ク 対 処 意 識 尺 度 （ 草 野  2007）」 は 、 18 項 目 4 件 法 で 設 定 さ れ て お り 、

Cronbach の α 係 数 は 、0. 87 と 信 頼 性 が 高 い 尺 度 で あ る（ 草 野  2007）。な お 、本 尺 度 の

使 用 は 、 原 著 者 か ら 使 用 許 諾 を 得 て い る 。  

 

９ ． 分 析 方 法  

１ ） 記 述 統 計 量 の 算 出  

調 査 項 目 の 全 項 目 の 記 述 統 計 量 を 算 出 し 実 態 を 把 握 し た 。  

２ ） SSAS 修 正 版 尺 度 の 項 目 分 析  

尺 度 項 目 の 25 項 目 に つ い て 、 質 問 項 目 ご と に 回 答 割 合 や 正 規 分 布 を な す か 確 認 し 、

平 均 値 と 標 準 偏 差 を 算 出 し た 。平 均 値 と 標 準 偏 差 の 値 か ら 、天 井 効 果・フ ロ ア ー 効 果（ 平

均 ±１ SD）を 示 す 項 目 が な い か を 確 認 し た 。次 に 、項 目 の 重 複 を 避 け る た め に 、Spearman

の 順 位 相 関 分 析 を 用 い て 項 目 間 相 関 係 数 を 算 出 し た 。 相 関 係 数 が 0.7 以 上 の 場 合 、 そ れ

ら の 項 目 の 内 容 が 非 常 に 類 似 し て い る た め 、 一 方 の 項 目 を 除 外 す る こ と と し た 。 ま た 、

各 項 目 の 弁 別 力 を 検 証 す る た め に 、 尺 度 全 25 項 目 の 下 位 尺 度 合 計 得 点 に つ い て 、 四 分

位 法 に よ り 上 位 群 、 下 位 群 に 分 け 、 各 項 目 得 点 の 平 均 値 を ｔ 検 定 に よ っ て 比 較 し 、 有 意

差 が な い 項 目 を 除 外 す る こ と と し た（ G-P 分 析 ）。さ ら に 、内 的 整 合 性 を 検 証 す る た め 、
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Spearman の 順 位 相 関 分 析 を 用 い て 尺 度 の 各 項 目 得 点 と 当 該 項 目 を 除 く 合 計 得 点 に お け

る 相 関 係 数 を 確 認 し 、 相 関 係 数 が 0.3 を 満 た さ な い 項 目 を 除 外 す る こ と と し た （ I-T 相

関 ）。な お 、相 関 分 析 に お け る 相 関 係 数 の 基 準 は 、第 ２ 章 と 同 様 に 、内 田 ら（ 2015）の 数

値 を 参 考 に 検 討 し た （ 内 田 ら  2015）。  

３ ） 探 索 的 因 子 分 析  

  探 索 的 因 子 分 析 を 実 施 す る に あ た り 、 適 合 度 を 確 認 す る た め 、 KOM 測 度 （ Kaiser-

Meyer-Olkin Measure of Sampling Adequacy） の 算 出 お よ び バ ー ト レ ッ ト の 球 面 性 検 定

（ Bartlett test of sphericity） を 実 施 し た 。 KOM 測 度 は 、 す べ て の 独 立 変 数 間 の 偏 相 関

係 数 の 2 乗 和 が 相 関 係 数 の 2 乗 和 に 比 べ て 小 さ い 時 、 1 に 近 づ く と さ れ 、 偏 相 関 係 数 が

大 き い と い う こ と は 独 立 変 数 間 の 関 与 が 小 さ い こ と を 意 味 す る （ 対 馬  2020）。 KOM 測

度 を 判 断 す る 基 準 と し て 、 対 馬（ 2020） の KOM 測 度 の 判 定 基 準 を 用 い て 検 討 し た（ 対

馬  2020）。  

上 記 の 手 続 き に よ り 、適 合 度 に 問 題 が 無 い こ と を 確 認 し 、探 索 的 因 子 分 析 を 実 施 し た 。

固 有 値 が 1.00 未 満 で あ り 因 子 負 荷 量 が 0.40 以 上 で あ る こ と を 条 件 に 下 位 尺 度 の 構 成 を

確 認 し 、 因 子 名 を 検 討 し た 。  

４ ） 尺 度 の 信 頼 性 の 検 討  

  尺 度 お よ び 外 的 基 準 尺 度 に つ い て 内 的 整 合 性 を 確 認 す る た め 、 Cronbach’s α 係 数 を

算 出 し た 。 ま た 、 奇 数 群 ・ 偶 数 群 の 2 群 に 分 け た 折 半 法 に て 、 Spearman-Brown の 公 式

に よ り 信 頼 性 係 数 を 算 出 し 、 内 的 整 合 性 を 検 討 し た （ 村 上  2017）。  

５ ） 尺 度 の 妥 当 性 の 検 討  

基 準 関 連 妥 当 性 は 、第 ２ 章 の 結 果 を 勘 案 し て 、外 的 基 準 尺 度 に 草 野（ 2007）の「 性 的

自 己 意 識 尺 度 」と「 性 的 リ ス ク 対 処 意 識 尺 度 」を 用 い て 検 討 す る こ と に し た（ 草 野  2007）。

SSAS の 合 計 得 点 お よ び 下 位 尺 度 と「 性 的 自 己 意 識 尺 度 」と「 性 的 リ ス ク 対 処 意 識 尺 度 」

の Spearman の 順 位 相 関 分 析 を 用 い て 相 関 係 数 を 算 出 し た 。  

構 成 概 念 妥 当 性 の 検 討 は 、SSAS の 合 計 得 点 お よ び 下 位 尺 度 と「 性 交 経 験 」お よ び「 性

欲 の 程 度 」 と の 関 連 を 確 認 し た 。  

分 析 は 、IBM SPSS Statistics version28 を 用 い て 実 施 し た（ 両 側 検 定 、有 意 水 準 5%）。  
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10． 倫 理 的 配 慮  

本 研 究 は 、東 京 医 療 保 健 大 学 ヒ ト に 関 す る 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し た（ 院 33

－ 45B）。  

 調 査 協 力 は 、 自 由 意 思 で あ る こ と 、 匿 名 性 を 保 証 す る こ と 、 デ ー タ は 本 研 究 の 目 的 以 外

に 使 用 し な い こ と 、 調 査 フ ォ ー ム の 送 信 を も っ て 調 査 に 同 意 し た と み な す こ と と し 、 回 答

中 に 精 神 的 な 苦 痛 を 感 じ た 場 合 は 、 い つ で も 中 断 で き る こ と 、 性 に 関 す る 臨 床 心 理 士 を 紹

介 す る こ と 等 を 調 査 協 力 依 頼 文 書 に 明 記 し た 。  

 

Ⅲ ． 結 果  

１ ． 配 布 と 回 収 の 状 況  

大 学 群 （ 大 学 ・ 短 期 大 学 ） と 専 門 学 校 群 の 割 合 が ４ ： １ か つ 各 群 の 男 女 比 が １ ： １ と な

る よ う A 社 に 依 頼 し た と こ ろ 、大 学 群 は 男 性 200 名 、女 性 200 名 か ら 回 答 が 得 ら れ 、１：

１ の 割 合 で 計 400 名 の 回 収 が 得 ら れ た 。一 方 、専 門 学 校 群 は 男 性 39 名 、女 性 50 名 か ら 回

答 が 得 ら れ た が 、 専 門 学 校 群 の 男 性 回 収 目 標 数 に 届 か な か っ た た め 、 合 計 の 男 女 比 に 偏 り

が み ら れ る 。 そ の た め 、 大 学 群 の 男 性 に 追 加 募 集 を 依 頼 し 11 名 の 回 答 を 得 た 。  

最 終 的 な 回 収 は 、500 名 の 回 答 が 得 ら れ（ 回 収 率 100％ ）、修 正 版 の 無 回 答 を 確 認 し 全 て

を 分 析 対 象 と し た （ 有 効 回 答 率 100％ ）。  

 

２ ． 対 象 者 の 属 性  

 対 象 者 の 属 性 を 表 12 に 示 す 。  

 所 属 は 、「 大 学：403 名 」が 最 も 多 く 全 体 の ８ 割 を 占 め 、専 攻 は 、「 文 系：272 名 」が 最 も

多 か っ た 。平 均 年 齢 は 、20.48（ ±1.45）歳 で あ り 、パ ー ト ナ ー の 有 無 で は 、「 い な い：362

名 」と ７ 割 が 有 し て い な か っ た 。性 交 経 験 の 有 無 で は 、「 経 験 な し：309 名 」と ６ 割 を 占 め 、

性 欲 の 程 度 で 最 も 多 く み ら れ た の は 、「 や や 強 い ： 191 名 」 で 次 い で 「 や や 弱 い ： 175 名 」

で あ っ た 。  
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３ ． 項 目 分 析  

 項 目 分 析 の 結 果 を 表 13 に 示 す 。  

１ ） 天 井 効 果 と フ ロ ア ー 効 果  

全 尺 度 項 目 の う ち 、天 井 効 果（ ＞ 4.0）が 認 め ら れ た 項 目 は な か っ た 。ま た 、フ ロ ア ー

効 果 （ ＜ 1.0） は 、 ４ 項 目 （ No.7, 9, 10, 11） で 認 め ら れ た 。  

２ ） I-T 相 関  

Spearman の 順 位 相 関 分 析 を 実 施 し た 結 果 、１ 項 目（ No.17）の み 相 関 係 数 が 0.3 以 下

で あ っ た 。  

３ ） G-P 分 析  

尺 度 の 合 計 得 点 か ら 下 位 群 （ ｎ ＝ 140、 25％ ： 52 点 以 下 ）、 上 位 群 （ ｎ ＝ 132、 75％ ：

66 点 以 上 ）を 抽 出 し 、G-P 分 析 を 行 っ た 結 果 、全 て の 項 目 で 2 群 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ

た 。  

４ ） 項 目 間 相 関  

Spearman の 順 位 相 関 分 析 を 実 施 し た と こ ろ 、 相 関 係 数 0.7 以 上 の 組 み 合 わ せ は み ら

れ な か っ た 。  

５ ） 項 目 内 容 の 解 釈  

  「 官 能 性 」 の No.７ ， 9， 10， 11 で フ ロ ア ー 効 果 が み ら れ た 。 し か し 、 No.７ ， 9， 10

は 基 準 値 よ り 若 干 下 回 っ た 数 値 で あ り 、 No.７ ， 10 は 、 第 ２ 章 の 項 目 分 析 に お い て 基 準

値 を 満 た し た 項 目 で あ る 。No.９ は 、No.７ ，10 よ り も フ ロ ア ー 効 果 の 基 準 値 に よ り 近 い

数 値 で あ る た め 、 こ れ ら 3 項 目 は 除 外 せ ず 、 No.11 の み を 削 除 し た 。「 親 愛 性 」 で は 、

No.17 が I-T 相 関 に お い て 基 準 値 を 満 た さ な か っ た た め 削 除 し た 。  

以 上 よ り 、 2 項 目 を 除 外 す る こ と と し た 。  

 

４ ． 探 索 的 因 子 分 析  

項 目 分 析 で 検 討 し た 23 項 目 に つ い て 探 索 的 因 子 分 析 を 実 施 す る こ と と し た 。 分 析 を 実

施 す る に あ た り 、23 項 目 の 独 立 変 数 の KOM 測 度（ カ イ ザ ー・マ イ ヤ ー・オ ル キ ン の 標 本

妥 当 性 ） お よ び バ ー ト レ ッ ト の 球 面 性 検 定 を 行 っ た 結 果 、 KOM 値 は 、 0.901 で あ り KOM

測 度 の 判 定 基 準 を 満 た し て い た（ 対 馬 , 2020）。ま た 、バ ー ト レ ッ ト の 球 面 性 検 定 で は 、有

意 差 が 認 め ら れ 、 変 数 間 に 相 関 が あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 探 索 的 因 子

分 析 の 適 用 が 確 認 で き 、23 項 目 に つ い て 探 索 的 因 子 分 析（ 最 尤 法・回 転 な し ）を 実 施 し た 。
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最 尤 法 は 一 般 的 に 推 奨 さ れ る 手 法（ 対 馬  2020）で あ る が 、デ ー タ が 正 規 性 を 示 し て い な か

っ た た め 、 因 子 抽 出 法 を 検 討 し た と こ ろ 、 最 尤 法 は 、 非 正 規 で あ っ て も 共 通 性 の 推 定 が 1

を 超 え る 不 適 解 が み ら れ な け れ ば 問 題 は な い と の 見 解 も あ り（ 山 口 ら  1990)、最 尤 法 を 用

い て 因 子 負 荷 量 を 推 定 し た 。共 通 性 の 推 定 が 1 を 超 え る 不 適 解 は み ら れ ず 、 固 有 値 お よ び

ス ク リ ー プ ロ ッ ト か ら 因 子 数 を ４ と 仮 定 し た 最 尤 法 ・ プ ロ マ ッ ク ス 回 転 の 因 子 分 析 を 実 施

し た 。 い ず れ の 因 子 負 荷 量 も 0.40 未 満 で あ る 項 目 （ No.１ ） を 除 外 し 、 再 度 、 因 子 数 ４ と

し た 因 子 分 析 を 実 施 し た 。そ の 結 果 、22 項 目 ４ 因 子 構 造 か ら な る 尺 度 と な っ た 。最 終 的 な

因 子 分 析 の 結 果 を 表 14 に 示 す 。  

１ ） 因 子 名 の 確 認  

第 １ 因 子 は 、 ７ 項 目 か ら 構 成 さ れ 「 性 欲 を 満 た す た め に 性 交 （ セ ッ ク ス ） を 迫 る 傾 向

が あ る 」、「 ア ダ ル ト サ イ ト 等 の 画 像 や 動 画 と 同 じ よ う な 性 交 （ セ ッ ク ス ） が し た い 」 な

ど の 項 目 か ら 、肉 体 的 な 性 的 快 感 を 求 め る 内 容 を 表 し て い る と 解 釈 し 、 現 状 の「 官 能 性 」

が 因 子 名 と し て 妥 当 で あ る と 判 断 し た 。  

第 ２ 因 子 は 、 ５ 項 目 か ら 構 成 さ れ 「 人 に 対 し て 思 い や り が 深 い 」、「 人 に 対 し て 愛 情 が

深 い 」 な ど の 項 目 か ら 、 人 や 相 手 に 対 し て 親 し み や 情 の 深 さ を 表 し た 内 容 と 解 釈 し 、 現

状 の 「 親 愛 性 」 が 因 子 名 と し て 妥 当 で あ る と 判 断 し た 。  

第 ３ 因 子 は 、 ５ 項 目 か ら 構 成 さ れ 「 人 と の 身 体 的 な 距 離 感 が 近 い ほ ど 幸 せ を 感 じ る 」、

「 人 前 で 行 え る 程 度 の「 手 を 繋 ぐ 」「 腕 を 組 む 」等 の ス キ ン シ ッ プ を 求 め る 」な ど の 項 目

か ら 、 人 と の 物 理 的 距 離 間 の 近 さ を 表 し た 内 容 と 解 釈 し 、 現 状 の 「 近 接 性 」 が 因 子 名 と

し て 妥 当 で あ る と 判 断 し た 。  

第 ４ 因 子 は 、５ 項 目 か ら 構 成 さ れ「 年 を 重 ね る と 妊 娠 し に く く な る こ と を 知 っ て い る 」、

「 不 妊 症 に な ら な い 生 活 （ 非 喫 煙 ・ 性 感 染 症 予 防 等 ） に つ い て 関 心 が あ る 」 な ど の 項 目

か ら 、 リ プ ロ ダ ク テ ィ ブ ・ ヘ ル ス に つ い て あ ら わ し た 内 容 と 解 釈 し 、 現 状 の 「 生 殖 性 」

が 因 子 名 と し て 妥 当 で あ る と 判 断 し た 。  

２ ） 因 子 間 相 関    

 第 １ 因 子「 官 能 性 」と の 相 関 は 、第 ３ 因 子「 近 接 性 」（ rs＝ 0.55）、第 ４ 因 子「 生 殖 性 」

（ rs＝ 0.52） と 中 程 度 の 正 の 相 関 が み ら れ 、 第 ２ 因 子 「 親 愛 性 」（ rs＝ 0.39） と は 弱 い 正

の 相 関 が み ら れ た 。  

第 ２ 因 子「 親 愛 性 」は 、第 １ 因 子「 官 能 性 」と 弱 い 正 の 相 関 に あ っ た が 、第 ３ 因 子「 近

接 性 」（ rs＝ 0.54） お よ び 第 ４ 因 子 「 生 殖 性 」（ rs＝ 0.60） と 中 程 度 の 相 関 が み ら れ た 。  
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第 ３ 因 子 「 近 接 性 」 と の 相 関 は 、 第 １ 因 子 「 官 能 性 」 と 第 ２ 因 子 「 親 愛 性 」 と は 中 程

度 の 正 の 相 関 が み ら れ 、第 ４ 因 子「 生 殖 性 」（ rs＝ 0.54）と も 中 程 度 の 正 の 相 関 が み ら れ

た 。  

 

５ ． 尺 度 の 信 頼 性 の 検 証  

１ ） 生 成 さ れ た 尺 度 の Cronbach’s α 係 数  

  尺 度 全 体 お よ び 因 子 ご と の Cronbach’s α 係 数 を 算 出 し 、 内 的 整 合 性 に つ い て 検 討 し

た と こ ろ 、尺 度 全 体 の Cronbach’s α 係 数 は 0.91、「 官 能 性 」は 0.85、「 親 愛 性 」は 0.82、

「 近 接 性 」は 0.87 と 0.8 を 超 え て お り 、「 生 殖 性 」は 0.8 を 上 回 ら な か っ た が 0.76 と 0.7

を 超 え る 数 値 が 得 ら れ た （ 表 15）。  

２ ） 折 半 法 に よ る 内 的 整 合 性   

折 半 法 に よ る 信 頼 性 係 数 を 算 出 す る た め に 、修 正 版 の 22 項 目 を 奇 数 群（ No.3, 5, 7, 9, 

13, 15, 19 , 21, 23, 24, 25） 11 項 目 と 偶 数 群 （ No.2, 4, 6, 8, 10, 12, 14 ,16,18, 20, 22）

11 項 目 の 2 群 に 分 け 、Pearson の 相 関 係 数 を 求 め 、Spearman-Brown の 公 式 に よ り 信 頼

性 係 数 を 算 出 し 、 内 的 整 合 性 を 検 討 し た 。  

分 析 の 結 果 、 奇 数 群 と 偶 数 群 の Pearson の 相 関 係 数 は 、 ｒ ＝ 0.876（ p＜ .001） で あ っ

た 。 Spearman-Brown の 公 式 に 当 て は め 、 信 頼 性 係 数 を 算 出 し た と こ ろ 以 下 の 通 り に な

っ た （ 村 上  2017）。  

 

２ ×ｒ ／ １ ＋ ｒ （ 2－ 1） ＝ ２ ×0.876／ １ ＋ 0.876＝ 1.752／ 1.876＝ 0.934  

 

  従 っ て 、 折 半 法 に よ る 信 頼 性 係 数 は 0.934 で あ る こ と が 明 ら か と な り 、 高 い 信 頼 性 係

数 が 得 ら れ た 。  

 

６ ． 尺 度 の 妥 当 性 の 検 証  

１ ） 基 準 関 連 妥 当 性  

２ つ の 外 的 基 準 尺 度 の Cronbach’s α 係 数 を 算 出 し た と こ ろ 、「 性 的 自 己 意 識 尺 度（ 草

野  2007）」お よ び「 性 的 リ ス ク 対 処 意 識 尺 度（ 草 野  2007）」と も に 0.8 以 上 と 高 い 信 頼

性 が 得 ら れ た （ 表 15）。  
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修 正 版 お よ び 下 位 尺 度 と 「 性 的 自 己 意 識 尺 度 （ 草 野  2007）」 と の Spearman の 順 位 相

関 分 析 の 結 果 、修 正 版（ rs＝ 0.68）、「 官 能 性 」（ rs＝ 0.61）、「 生 殖 性 」（ rs＝ 0.53）と 中 程

度 の 正 の 相 関 が 認 め ら れ 、「 親 愛 性 」（ rs＝ 0.46）、「 近 接 性 」（ rs＝ 0.45） と 弱 い 正 の 相 関

が 認 め ら れ た 。同 様 に 、「 性 的 リ ス ク 対 処 意 識 尺 度（ 草 野  2007）」に お い て も 、修 正 版（ rs

＝ 0.53）、「 生 殖 性 」（ rs＝ 0.62） と 中 程 度 の 正 の 相 関 が 認 め ら れ 、「 官 能 性 」（ rs＝ 0.35）、

「 親 愛 性 」（ rs＝ 0.47）、「 近 接 性 」（ rs＝ 0.37） と 弱 い 正 の 相 関 が 認 め ら れ た （ 表 16）。  

２ ） 構 成 概 念 妥 当 性  

修 正 版 お よ び 下 位 尺 度 と 「 性 交 経 験 」、「 性 欲 の 程 度 」 と の 関 連 を み る に あ た り 、 修 正

版 の 記 述 統 計 量 を 算 出 し た と こ ろ 、 22～ 88 点 の 範 囲 に あ り 、 平 均 値 は 51.8（ ±10.88）

点 で あ っ た が 、 Shapiro-Wilk 検 定 で は 正 規 性 が 確 認 さ れ な か っ た 。 そ の た め 、「 性 交 経

験 」と の 関 連 で は Mann-Whitney U test を 、「 性 欲 の 程 度 」と の 関 連 で は Kruskal-Wallis 

test を 実 施 し た 。そ の 結 果 、「 性 交 経 験 」、「 性 欲 の 程 度 」両 者 と も に 、修 正 版 と 下 位 尺 度

す べ て に 有 意 差 が 認 め ら れ た （ 表 17、 表 18）。  

 

Ⅳ ． 考 察  

１ ． 対 象 者 の 特 徴  

 調 査 対 象 者 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 会 社 に 登 録 し て い る 18～ 24 歳 の 高 等 教 育 機 関 に 在

籍 す る 学 生 500 名 で あ っ た 。 1 回 目 の 調 査 同 様 、 標 本 の 代 表 性 が 担 保 さ れ る よ う 大 学 群 と

専 門 学 校 群 で ４ ： １ の 割 合 、 か つ 男 女 比 が １ ： １ と な る よ う 調 査 を 進 め 、 概 ね 計 画 通 り の

回 収 数 が 得 ら れ た 。  

本 研 究 に お け る 性 交 経 験 を 有 す る 者 は 、 191 名 で あ り 、 全 体 の 38.2％ に 過 ぎ な か っ た 。

日 本 性 教 育 協 会（ 2019）に よ る 青 少 年 の 性 行 動 経 験 率 の 調 査 に お い て 、大 学 生 の 性 行 動 経

験 率 は 年 々 減 少 傾 向 で あ る こ と が 明 ら か と な っ て い る（ 日 本 性 教 育 協 会  2019）。本 研 究 の

調 査 に お い て も 、 性 交 経 験 の 未 経 験 者 は ６ 割 以 上 を 占 め た こ と か ら 、 同 様 の 傾 向 で あ る と

い え る 。 若 者 を 対 象 と し た 性 に 関 す る 研 究 の 多 く は 、 大 学 生 や 短 期 大 学 生 な ど 高 等 教 育 機

関 に 所 属 す る 若 者 で あ る（ 原 口 ら  2019, 高 坂  2018, 草 野  2007）が 、現 代 の 若 者 の 性 は 、

性 感 染 症 や 人 工 妊 娠 中 絶 数 の 増 加（ 厚 生 労 働 省  2020）の 一 方 で 、性 行 動 経 験 率 の 減 少（ 日

本 性 教 育 協 会  2019） と い っ た 2 極 化 し た 側 面 が み ら れ て い る 。 本 研 究 の 結 果 か ら も 、 高

等 教 育 機 関 に 所 属 す る 若 者 は 、 後 者 の 集 団 と 捉 え る こ と が で き 、 個 人 が 帰 属 す る 環 境 に よ
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っ て 性 的 傾 向 に 差 が 生 じ る こ と が 推 察 さ れ 、前 者 の 性 行 動 が 活 発 化 し た 若 者 を 含 め た 場 合 、

SSAS の 構 成 概 念 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 は 十 分 に 考 え ら れ る 。  

若 者 の 性 行 動 が 希 薄 化 し て い る 要 因 と し て 、 若 者 の 性 行 動 や 恋 愛 に 対 す る 考 え 方 や 価 値

観 が 変 化 し て お り（ 高 坂  2018）、そ の 要 因 と し て リ ア ル な 空 間 に お け る 対 人 関 係 ス キ ル が

成 熟 し て い な い こ と が 考 え ら れ る 。「 パ ー ト ナ ー（ 恋 人 ）に 対 す る 考 え 方 」に つ い て 尋 ね た

と こ ろ 、「 パ ー ト ナ ー が い な く て も（ 1 人 で も ）良 い 」と 回 答 し た 者 は 全 体 の 40.2％ と い う

結 果 で あ っ た 。ま た 、少 数 で は あ る が「 パ ー ト ナ ー は バ ー チ ャ ル（ 2 次 元 ）で も 良 い 」と 回

答 し た 者 も 2.8％ で み ら れ て お り 、 リ ア ル な 空 間 に お け る 対 人 関 係 の 構 築 を 苦 手 と し て い

る よ う に も 考 え ら れ る 。 そ の こ と は 、 本 研 究 の １ 回 目 の 調 査 の 、 ス マ ー ト フ ォ ン の 利 用 時

間 の 回 答 か ら も 推 察 さ れ る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 若 者 に お け る 対 人 関 係 構 築 の 主 要 な 手 段

と し て ス マ ー ト フ ォ ン や SNS が あ り 、相 手 を 傷 つ け る リ ス ク の 回 避 や 互 い の 距 離 感 が 保 た

れ る こ と に よ っ て 良 好 な 対 人 関 係 が 構 築 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。し か し な が ら 、SNS な

ど を 通 じ て 良 好 な 対 人 関 係 が 構 築 さ れ て も 、 性 的 場 面 に お い て は そ う 簡 単 に は い か な い 。

互 い に 良 好 な 性 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る た め に は 、 リ ア ル な 空 間 に お け る 対 人 関 係 能

力 が 求 め ら れ 、 日 常 に お け る 対 話 や 人 と の 関 り 方 な ど 対 人 関 係 能 力 を 高 め る 支 援 の 必 要 性

が 示 唆 さ れ た 。  

 

２ ． SSAS 修 正 版 の 信 頼 性  

第 ２ 章 に お け る 原 版 の Cronbach’s α 係 数 は 、 尺 度 全 体 お よ び 「 生 殖 性 」 を 除 い た ３ つ

の 下 位 尺 度 で 0.7 以 上 が 得 ら れ た が 、「 生 殖 性 」 の み 0.67 と 基 準 値 を 満 た さ な か っ た 。 こ

の 要 因 と し て 、「 生 殖 性 」を 構 成 し て い る 項 目 の 表 現 の 抽 象 度 の 高 さ や 項 目 同 士 の 関 連 の 弱

さ な ど が 影 響 し て い る 可 能 性 が あ る と 考 え 、 修 正 版 を 作 成 す る に あ た り 、 尺 度 項 目 の 内 容

妥 当 性 と 表 面 妥 当 性 の 検 討 を 重 点 的 に 行 っ た 。実 際 に ヒ ア リ ン グ を 行 っ た と こ ろ 、「 生 殖 性 」

の 尺 度 項 目 が 意 図 す る 内 容 と 回 答 者 側 に は 齟 齬 が 生 じ て い る 項 目 が 多 々 見 ら れ 、 尺 度 全 体

で 12 項 目 の 修 正 が 行 わ れ た 。そ の 結 果 、尺 度 全 体 の Cronbach’s α 係 数 は 0.91 と 高 ま り 、

「 生 殖 性 」 以 外 の ３ つ の 下 位 尺 度 も 0.8 以 上 の 高 い 数 値 が 得 ら れ た が 、「 生 殖 性 」 は 0.76

と 基 準 値 は 満 た し て い る も の の 、一 般 的 に 望 ま し い と さ れ る 0.8 に は 届 か な い 値 と な っ た 。 

「 生 殖 性 」 は 仮 説 概 念 の 「 同 一 性 」 と 「 生 殖 性 」 が 集 約 さ れ た 下 位 尺 度 で あ り 、 尺 度 項

目 の 意 味 内 容 か ら 新 た に 定 義 を 見 直 し 、尺 度 項 目 の 表 現 の 修 正 を 図 っ た が 、「 生 殖 性 」の 意

図 す る 表 現 の 修 正 に 至 ら な か っ た 可 能 性 が あ る 。こ の た め 、「 生 殖 性 」の 信 頼 性 を 高 め る た
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め に は 、「 生 殖 性 」の 概 念 と し て「 性 同 一 性 」や「 性 指 向 」が 意 味 す る こ と を 丁 寧 に 汲 み 取

り な が ら 、 表 現 の 修 正 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

と は い え 、 折 半 法 に お け る 信 頼 関 係 数 は 0.93 と 高 い 数 値 で あ り 、 Cronbach’s α 係 数 も

全 体 的 に 高 ま っ た こ と か ら 、 修 正 版 お よ び 下 位 尺 度 の 内 的 整 合 性 は 確 保 で き た と 考 え る 。  

 

３ ． SSAS 修 正 版 の 妥 当 性  

第 ２ 章 に お け る 調 査 結 果 か ら 、 生 成 さ れ た ４ つ の 概 念 と そ の 内 容 、 ま た 対 象 者 の 特 徴 を

勘 案 し 、 外 的 基 準 尺 度 の 検 討 を 行 っ た 。 調 査 対 象 者 の 属 性 か ら 、 性 的 に ロ ー リ ス ク な 集 団

で あ っ た こ と を 受 け 、２ つ の 尺 度（「 性 的 自 己 意 識 尺 度 」「 性 的 リ ス ク 対 処 意 識 尺 度 」）が 本

尺 度 の 外 的 基 準 と し て 合 致 し て い る と 考 え た（ 草 野  2007）。両 尺 度 の 定 義 と 、両 尺 度 が 性

交 経 験 と 関 連 が み ら れ た こ と か ら SSAS の 外 的 基 準 と し て 適 当 で あ る と 判 断 し た （ 草 野  

2007）。こ れ ら ２ つ の 外 的 基 準 尺 度 を 用 い た と こ ろ 、SSAS は ２ つ の 尺 度 と 中 程 度 お よ び 弱

い 正 の 相 関 が 確 認 で き 、基 準 関 連 妥 当 性 が 確 保 さ れ た 。因 子 間 相 関 で は 、「 官 能 性 」と「 親

愛 性 」 は 0.39 で は あ る も の の 、 そ れ 以 外 は す べ て 中 程 度 の 正 の 相 関 が 確 認 で き て い る こ

と 、「 性 交 経 験 」お よ び「 性 欲 の 程 度 」と も 有 意 な 関 連 が み ら れ た こ と を 受 け 、SSAS の 構

成 概 念 は 確 保 で き た と 考 え る 。  
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第 ４ 章  結 語  

 

Ⅰ ． ３ つ の 性 の 概 念  

本 研 究 は 、 諸 外 国 の 包 括 的 性 教 育 で 活 用 さ れ て い る 「 The Circles of Sexuality（ Dailey 

1981・ 2017）」 に お け る ５ つ の 理 論 的 概 念 を 仮 説 概 念 と し て 尺 度 開 発 を 行 っ た 。 本 研 究 の

結 果 、「 官 能 性 」、「 親 密 性 」、「 同 一 性 」、「 生 殖 性 」、「 セ ク シ ャ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 」の ５ つ の 仮

説 概 念 は 、「 同 一 性 」お よ び「 セ ク シ ャ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 」が 削 除 さ れ 、新 た に「 近 接 性 」の

概 念 が 生 成 さ れ 、「 官 能 性 」、「 親 愛 性 」、「 近 接 性 」、「 生 殖 性 」 の ４ つ の 構 成 概 念 と な っ た 。 

こ の 要 因 と し て 、セ ク シ ュ ア リ テ ィ は 、文 化・社 会 的 背 景 に よ り 変 化 す る（ Dailey 1981・

2017）と い わ れ て い る こ と か ら 、わ が 国 に お け る 若 者 の 特 性 や 社 会 的 背 景 に 拠 っ た も の で

あ る と 考 え ら れ る 。 仮 説 概 念 の 「 同 一 性 」 の 尺 度 項 目 の う ち 、 分 析 過 程 で 削 除 さ れ た そ の

多 く が 〔 性 役 割 〕 や 〔 性 的 マ イ ノ リ テ ィ 〕 に 該 当 す る 項 目 だ っ た 。 若 者 に と っ て は 性 役 割

を 相 手 に 望 ん で い な い こ と や セ ク シ ャ ル マ イ ノ リ テ ィ へ の 受 け 入 れ は 当 然 で あ る 考 え で あ

る こ と が 推 察 さ れ る 。 新 た な 「 生 殖 性 」は 、 仮 説 概 念 の 「 同 一 性 」 で 設 定 し た 2 項 目 の ほ

か 、 仮 説 概 念 の 「 生 殖 性 」 の 4 項 目 か ら 構 成 さ れ た 。 ま た 、仮 説 概 念 の 「 生 殖 性 」で 削 除

さ れ た 項 目 は 、〔 避 妊 行 動 〕や〔 妊 娠 の 方 法 〕、〔 DINKs〕や〔 生 殖 の 権 利 〕に 関 す る 項 目 で

あ る 。 前 者 の 〔 避 妊 行 動 〕 や 〔 妊 娠 の 方 法 〕 は 、 義 務 教 育 時 代 に 受 け て い た 性 教 育 に よ る

教 育 効 果 で あ る と 考 え る こ と が で き 、 後 者 の 〔 DINKs〕や 〔 生 殖 の 権 利 〕は 、現 代 社 会 の

多 種 多 様 な 生 き 方 や 考 え 方 が 若 者 に も 浸 透 し て い る こ と が 推 察 さ れ る 。  

ま た 、 わ が 国 の 性 の ３ 側 面 は 、 文 献 に よ っ て 様 々 で あ る が 、 生 殖 性 は 「 種 の 保 存 の た め

の 性 」、「 子 孫 繁 栄 」、 快 楽 性 は 「 快 楽 を 目 的 と し た 性 」、「 お 互 い の 歓 び を 分 か ち 合 う 」、 連

帯 性 は 「 互 い の 愛 情 に 基 づ く 結 び つ き を 求 め る た め の 性 」、「 互 い の 心 の 絆 を 強 め る 」 と 定

義 さ れ て い る（ 青 木 ら  2003, 大 嶋 ら  2016, リ プ ロ ・ ヘ ル ス 情 報 セ ン タ ー  2013）。わ が 国

の 性 の ３ 側 面 と 本 研 究 の 結 果 か ら 得 ら れ た ４ つ の 概 念 を 比 較 す る と 、「 官 能 性 」は そ の 定 義

か ら 、３ 側 面 に お け る「 快 楽 性 」に 類 似 す る こ と が 推 察 さ れ る 。同 様 に 、「 生 殖 性 」は ３ 側

面 に お け る「 生 殖 性 」と 、「 親 愛 性 」は 3 側 面 に お け る「 連 帯 性 」に 類 似 す る こ と が 推 察 さ

れ る 。 一 方 で 、「 近 接 性 」 の 定 義 は 、「 物 理 的 な 距 離 感 の 近 さ か ら 得 ら れ る 心 地 良 さ に 対 す

る 考 え 」と し て お り 、用 語 の 定 義 と 類 似 す る 3 側 面 は 見 当 た ら な い 。し か し 、「 近 接 性 」の

尺 度 項 目 を み る と 、「 人 に も 自 分 と 同 じ く ら い の 愛 情 を 求 め て し ま う 」、「 人 と の 心 の 距 離 感

の 近 さ で 幸 せ を 感 じ る 」は 、3 側 面 の「 連 帯 性 」に 類 似 し て い る 印 象 を 受 け 、ま た「 人 前 で
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行 え る 程 度 の「 手 を 繋 ぐ 」「 腕 を 組 む 」等 の ス キ ン シ ッ プ を 求 め る 」、「 ス キ ン シ ッ プ 以 上 の

イ チ ャ イ チ ャ を 好 む 」、「 人 と の 身 体 的 な 距 離 感 が 近 い ほ ど 幸 せ を 感 じ る 」 は 、 性 行 動 の 加

速 か ら セ ク シ ャ ル・コ ン タ ク ト に 繋 が る 可 能 性 が あ り 、「 快 楽 性 」に 結 び つ く こ と が 考 え ら

れ る 。 一 般 的 に 、 性 交 に 至 る に は 「 手 を つ な ぐ こ と 」 や 「 キ ス を す る こ と 」 な ど の 順 序 立

て た プ ロ セ ス が 踏 ま れ る た め 、「 近 接 性 」 は 「 快 楽 性 」 に 繋 が る 概 念 で あ る こ と が わ か る 。 

こ れ ら の こ と か ら 、 本 研 究 に お け る 「 近 接 性 」 は 、 肉 体 的 な 快 楽 で は な く そ の 近 さ で 得

ら れ る 喜 び で は あ る が 、 性 行 動 が 加 速 し 、 一 線 を 越 え て し ま う と ３ 側 面 の 「 快 楽 性 」 に 繋

が る 新 し い 概 念 で あ る こ と が 考 え ら れ 、〔 一 線 〕と い う 曖 昧 で 際 ど い 要 素 を 含 ん だ「 近 接 性 」

の 概 念 は 、 現 代 の 若 者 に 対 し て 教 授 す べ き 性 教 育 の 新 概 念 と も な り 得 る こ と が 考 え ら れ る

（ 図 ３ ）。  

 

Ⅱ ． SSAS の 特 徴  

 SSAS は 、「 官 能 性 」、「 近 接 性 」、「 親 愛 性 」、「 生 殖 性 」の ４ つ の 下 位 尺 度 か ら な る 多 次 元

尺 度 で あ る 。 各 下 位 尺 度 の 特 性 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

・ 官 能 性  

 「 官 能 性 」を 構 成 す る 尺 度 項 目 を 確 認 す る と 、「 自 分 の 性 欲 は 性 交（ セ ッ ク ス ）で 満 た さ

れ る（ と 思 う ）」や「 性 欲 を 満 た す た め に 性 交（ セ ッ ク ス ）を 迫 る 傾 向 が あ る 」な ど 、身 体

的 ・ 肉 体 的 な 喜 び を 相 互 的 に 共 有 す る こ と で は な く 、 一 方 向 の 身 体 的 ・ 肉 体 的 な 喜 び の 受

け 入 れ や そ れ を 得 る た め の 手 段 で あ る こ と が 窺 え る 。「 官 能 性 」は 個 人 の 身 体 的・肉 体 的 な

快 楽 の 性 の 概 念 と 考 え る こ と が で き る 。  

・ 近 接 性  

「 近 接 性 」を 構 成 す る 尺 度 項 目 を 確 認 す る と 、「 人 に も 自 分 と 同 じ く ら い の 愛 情 を 求 め て

し ま う 」、「 人 と の 心 の 距 離 感 の 近 さ で 幸 せ を 感 じ る 」 と い っ た パ ー ソ ナ ル ス ペ ー ス の 考 え

方 に よ る 「 近 さ 」 か ら 得 ら れ る 喜 び と 、「 人 前 で 行 え る 程 度 の 「 手 を 繋 ぐ 」「 腕 を 組 む 」 等

の ス キ ン シ ッ プ を 求 め る 」、「 ス キ ン シ ッ プ 以 上 の イ チ ャ イ チ ャ を 好 む 」 と い っ た 実 際 に 人

が 存 在 し て 成 り 立 つ「 近 さ 」に よ っ て 得 ら れ る 喜 び の ２ つ に 大 別 さ れ る こ と が 考 え ら れ る 。

両 者 と も 、 そ の 相 手 と の 「 近 さ 」 に よ っ て 得 ら れ る 個 人 の 喜 び で あ る こ と か ら 、「 近 接 性 」

は 相 手 が 存 在 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 喜 び の 性 の 概 念 と 考 え ら れ る 。  
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・ 親 愛 性  

「 親 愛 性 」を 構 成 す る 尺 度 項 目 を 確 認 す る と 、「 人 に 対 し て 思 い や り が 深 い 」、「 人 に 対 し

て 愛 情 が 深 い 」な ど 、相 手 に 向 け た 自 己 の 一 方 向 に よ る 感 情 と 捉 え る こ と が で き る 。ま た 、

人 へ の「 思 い や り 」や「 愛 情 」の 喜 び の 裏 面 に は 、「 感 情 的 な リ ス ク 」や「 脆 弱 」と い っ た

側 面 も あ る た め 、喜 び だ け で な く 憂 い も 伴 う こ と を 念 頭 に 置 く 必 要 が あ る と 考 え る (Dailey 

1981・2017) 。「 親 愛 性 」は 、個 人 が 相 手 に 向 け た 愛 情 と そ れ に 伴 う 脆 弱 性 を 含 ん だ 性 の 概

念 と 考 え ら れ る 。  

・ 生 殖 性  

「 生 殖 性 」は 、「 年 を 重 ね る と 妊 娠 し に く く な る こ と を 知 っ て い る 」、「 不 妊 症 に な ら な い

生 活 （ 非 喫 煙 ・ 性 感 染 症 予 防 等 ） に つ い て 関 心 が あ る 」 な ど 個 人 の リ プ ロ ダ ク テ ィ ブ ヘ ル

ス・ラ イ ツ に 関 す る 内 容 が 含 ま れ て い る 。ま た 、「 性 同 一 性 」や「 性 指 向 」の 内 容 は 、自 己

の 性 に 対 す る 満 足 や 性 指 向 の 理 解 が 不 十 分 で あ る と 、 子 を つ く り 、 子 を 産 む と い う 妊 孕 性

に 影 響 す る と 考 え る こ と が で き る 。そ の た め 、「 生 殖 性 」は 、個 人 の 自 己 の 性 の 理 解 と 妊 孕

性 に 向 け た 性 の 概 念 と 考 え ら れ る 。  

 

Ⅲ ． SSAS の 実 践 へ の 活 用  

１ ． SSAS の 評 価 方 法  

 SSAS は 、４ つ の 性 の 概 念 の う ち 、そ れ ぞ れ の 得 点 か ら SSAS の 下 位 尺 度 が 示 す 得 点 に よ

っ て 、 自 己 の 性 的 傾 向 を 包 括 的 に 評 価 す る こ と が で き る と 考 え る 。 SSAS の 合 計 得 点 は 22

～ 88 点 、「 官 能 性 」 は ７ ～ 28 点 、「 近 接 性 」、「 生 殖 性 」、「 親 密 性 」 は そ れ ぞ れ ５ ～ 20 点 の

範 囲 を と る が 、尺 度 項 目 の 意 味 内 容 か ら 、得 点 の 高 低 で 善 し 悪 し を 評 価 す る も の で は な い 。

ま た 、 尺 度 全 体 の 得 点 が 高 い か ら と い っ て 優 劣 を 評 価 す る も の で は な く 、 ４ つ の 概 念 の 特

徴 を 考 慮 し な が ら 性 的 傾 向 を 評 価 す る ツ ー ル と し て 活 用 す る 。  

１ ） 官 能 性  

「 官 能 性 」 は 、 自 己 の 身 体 的 な 性 的 快 楽 の 心 地 良 さ の 受 け 入 れ や そ れ ら を 得 る た め の

手 段 に 対 す る 考 え を 評 価 す る カ テ ゴ リ ー で あ る 。 単 に 、 身 体 的 ・ 肉 体 的 な 快 楽 に 関 す る

評 価 で は な く 、 そ の 快 楽 を 得 る た め の 手 段 に 対 す る 個 人 の 考 え が 含 ま れ て い る た め 、 得

点 の 解 釈 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。「 官 能 性 」の 得 点 が 高 い 場 合 に は 、他 の 下 位 尺 度 得 点 と

の 比 較 を し つ つ 、 ど の よ う に 性 的 欲 求 を 開 放 す る べ き か 、 自 分 や 相 手 を 大 切 に し た 性 交

と は 何 か を 提 示 し な が ら 教 育 や 指 導 す る こ と が 望 ま れ る 。  
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２ ） 近 接 性  

 「 近 接 性 」 は 、 物 理 的 な 距 離 感 の 近 さ か ら 得 ら れ る 心 地 良 さ に 対 す る 考 え を 評 価 す る

カ テ ゴ リ ー で あ る 。「 近 接 性 」の 得 点 が 高 い と い う こ と は 、物 理 的 な 距 離 感 の 近 さ か ら 得

ら れ る 心 地 良 さ に 対 す る 考 え が 強 い 傾 向 で あ る と い え 、「 官 能 性 」と 中 程 度 の 正 の 相 関 が

あ る こ と か ら 、 相 手 と の 行 き 過 ぎ た 距 離 感 に 注 意 喚 起 す る こ と が 求 め ら れ る と 考 え る 。  

３ ） 親 愛 性  

「 親 愛 性 」 は 、 他 人 へ の 愛 情 に 伴 う 喜 び や 憂 い と そ の 表 現 や 他 人 と の 距 離 を 縮 め る た

め の 自 己 開 示 に お け る 考 え を 評 価 す る カ テ ゴ リ ー で あ る 。「 親 愛 性 」の 得 点 が 高 い と い う

こ と は 、 他 人 に 対 す る 愛 情 や そ の 表 現 が 豊 か で あ り 、 他 人 と の 距 離 を 縮 め る た め の 自 己

開 示 能 力 を 高 く 評 価 し て い る と 解 釈 で き る 。ま た 、「 近 接 性 」お よ び「 生 殖 性 」と 中 程 度

の 正 の 相 関 が あ り 、 尺 度 項 目 の 特 性 か ら 、 性 が 関 与 す る 場 面 に お い て は 特 に 注 意 す る 必

要 が あ る と 考 え る 。  

４ ） 生 殖 性  

「 生 殖 性 」 は 、 自 己 の 性 の 満 足 と 性 指 向 の 理 解 お よ び 妊 孕 性 に 関 す る 自 己 期 待 を 含 む

考 え を 評 価 す る カ テ ゴ リ ー で あ る 。「 生 殖 性 」の 得 点 が 高 い と い う こ と は 、自 分 の 性 別 に

満 足 し 性 指 向 の 理 解 も し て お り 、 妊 孕 性 に 関 す る 自 己 期 待 を 含 む 態 度 や 行 動 が 行 え て い

る と 高 く 評 価 し て い る と 考 え ら れ る 。一 方 、「 生 殖 性 」の 得 点 が 低 い と い う こ と は 、将 来

の 妊 孕 性 に 影 響 す る こ と が 予 測 で き 、 日 常 生 活 の 過 ご し 方 な ど 提 示 す る 必 要 が あ る と 考

え る 。  

 

２ ． 看 護 へ の 活 用  

本 尺 度 は 、測 定 時 の 自 己 の 性 的 傾 向 を 評 価 す る も の で あ る た め 、一 時 点 の 得 点 で そ の 先 々

ま で 言 及 で き な い と 考 え る 。 新 た な 環 境 や 人 と の 出 会 い に よ っ て 、 性 的 傾 向 は 変 化 す る こ

と が 予 測 で き る た め 、 定 期 的 に 評 価 し 、 そ の 得 点 に 至 っ た 背 景 を 振 り 返 る こ と が 重 要 で あ

る と 考 え る 。  

１ ） 臨 床 現 場 で の 活 用  

 臨 床 現 場 に お け る 対 象 者 は 、 性 的 傾 向 が リ ス キ ー な 状 態 で あ る こ と が 想 定 さ れ る 。 泌

尿 器 科 ・ 産 婦 人 科 ・ 性 病 科 外 来 、 NPO 法 人 な ど の 性 の 相 談 窓 口 に お い て 、 SSAS を 活 用

す る こ と に よ り 、 個 人 の 性 の 特 徴 に 応 じ た 保 健 指 導 に 役 立 て る こ と が で き る と 考 え る 。  
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２ ） 教 育 現 場 で の 活 用  

 教 育 現 場 に お い て 、SSAS を 活 用 す る こ と に よ り 、自 身 の 身 体 を 知 る き っ か け と な る 。

冷 え や ダ イ エ ッ ト 、 喫 煙 や 体 重 異 常 な ど の 生 活 習 慣 や ス ト レ ス が 将 来 の 妊 孕 性 に 影 響 す

る こ と（ 上 澤 ら  2010）を 伝 え る こ と で 、将 来 の 妊 娠 を 見 据 え た 生 活 習 慣 の 改 善 に つ な げ

る こ と が 期 待 で き る 。  

 

Ⅳ ． 本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題  

 SSAS 全 項 目 の Cronbach’s α 係 数 お よ び 折 半 法 に お け る 信 頼 性 係 数 は 0.9 以 上 を 確 保 し

て い る こ と か ら 内 的 整 合 性 は 十 分 に 保 た れ て い る 。 一 方 で 、 下 位 尺 度 は 一 定 の 信 頼 性 は 確

保 し て い る も の の 、「 生 殖 性 」が 0.8 を 下 回 っ た こ と 、尺 度 の 安 定 性 の 検 討 ま で 行 え な か っ

た こ と が 本 研 究 の 信 頼 性 に お け る 限 界 で あ る 。 ま た 、 本 尺 度 は 18～ 24 歳 の 青 年 期 に 該 当

す る 若 者 を 対 象 と し て い る が 、 高 等 教 育 機 関 に 所 属 す る 18～ 24 歳 の 男 女 を 調 査 対 象 と し

た こ と 、 調 査 会 社 に 委 託 し た パ ネ ル を 利 用 し た こ と に よ る サ ン プ リ ン グ バ イ ア ス が あ る 。

若 者 の 性 行 動 が ２ 極 化 し て い る 現 状 を 鑑 み る と 、 高 等 教 育 機 関 に 所 属 す る 者 と そ う で な い

者 と で は 性 に 対 す る 考 え に 偏 り が み ら れ る こ と が 想 定 さ れ 、 高 等 教 育 機 関 に 所 属 す る 学 生

に 限 局 し な か っ た 場 合 に は 、 尺 度 の 構 成 概 念 が 変 化 し た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 構

成 概 念 妥 当 性 を 検 討 す る に あ た り 、 探 索 的 因 子 分 析 か ら ４ 因 子 構 造 で あ る こ と が 確 認 で き

た が 、 因 子 構 造 モ デ ル に つ い て 確 認 的 因 子 分 析 に よ る 評 価 が で き な か っ た こ と が 本 研 究 の

妥 当 性 に お け る 限 界 で あ る 。  

今 後 は 、高 等 教 育 機 関 に 所 属 す る 学 生 に 限 定 せ ず 、18～ 24 歳 の 層 化 無 作 為 抽 出 法 に よ り

幅 広 く 対 象 を 捉 え 、 サ ン プ リ ン グ を よ り 適 切 に 抽 出 し 、 尺 度 の 洗 練 を 行 う こ と が 必 要 で あ

る と 考 え ら え る 。 ま た 、 因 子 構 造 モ デ ル に つ い て 確 認 的 因 子 分 析 に よ る 評 価 を 行 い 、 構 成

概 念 の 妥 当 性 を 高 め る こ と が 求 め ら れ る 。 さ ら に 、 下 位 尺 度 の 項 目 の 洗 練 を 行 い 、 尺 度 の

信 頼 性 を 高 め る こ と と 安 定 性 が 担 保 さ れ る よ う 、 調 査 を 継 続 す る 必 要 が あ る 。 性 に 関 す る

諸 問 題 は 、 青 年 期 に 限 っ た こ と で は な い た め 、 今 後 は あ ら ゆ る 世 代 に 活 用 で き る 尺 度 と な

る よ う 精 選 し て い く 必 要 が あ る 。  
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Ⅴ ． 結 論  

本 研 究 は 、 青 年 期 の 自 己 評 価 尺 度 の 開 発 の た め 、 高 等 教 育 機 関 に 所 属 す る 18～ 24 歳 を

対 象 に 2 回 の 調 査 を 実 施 し た 。  

1 回 目 の 調 査 は 359 名 を 分 析 対 象 と し 、 項 目 分 析 お よ び 探 索 的 因 子 分 析 を 実 施 し た と こ

ろ 、「 官 能 性 」、「 近 接 性 」、「 生 殖 性 」、「 親 愛 性 」の 4 因 子 構 造 の 19 項 目 の 尺 度 が 生 成 さ れ

た 。 Cronbach’s α 係 数 は 、 尺 度 全 体 お よ び ３ つ の 下 位 尺 度 で 0.7 以 上 が 得 ら れ た も の の 、

１ つ の 下 位 尺 度 で 0.67 と 基 準 値 を 満 た さ ず 、 外 的 基 準 尺 度 と の 関 連 も み ら れ な か っ た 。  

1 回 目 の 調 査 結 果 か ら 、 尺 度 項 目 の 内 容 妥 当 性 と 表 面 妥 当 性 を 再 検 討 し 、 イ ン タ ー ネ ッ

ト 調 査 会 社 に 登 録 し て い る 高 等 教 育 機 関 に 所 属 す る 18～ 24 歳 500 名 を 対 象 に 2 回 目 の 調

査 を 実 施 し た 。 項 目 分 析 お よ び 探 索 的 因 子 分 析 を 実 施 し た 結 果 、 1 回 目 と 同 様 の 4 因 子 構

造 と な り 、22 項 目 か ら 構 成 さ れ る 尺 度 が 生 成 さ れ た 。性 交 経 験 と 性 欲 の 程 度 と 有 意 な 関 連

が 確 認 で き 、 構 成 概 念 妥 当 性 は 確 保 で き た と い え る 。 ま た 、 ２ つ の 外 的 基 準 尺 度 と も 相 関

が 中 程 度 お よ び 弱 い 正 の 相 関 が み ら れ た こ と か ら 基 準 関 連 妥 当 性 も 確 保 さ れ た と 考 え る 。  

Cronbach’s α 係 数 は 、 尺 度 全 体 で 0.91 か つ ３ つ の 下 位 尺 度 で 0.8 以 上 が 得 ら れ 、 1 回 目

の 調 査 で 0.67 で あ っ た 「 生 殖 性 」 も 0.76 と 基 準 値 を 満 た し て お り 、 折 半 法 に よ る 信 頼 性

係 数 も 0.93 で あ る こ と か ら 、尺 度 の 内 的 整 合 性 が 確 保 さ れ た と 考 え る 。し か し な が ら 、尺

度 の 安 定 性 は 確 認 で き て お ら ず 課 題 が 残 っ た 。  

以 上 の プ ロ セ ス か ら 、 概 ね 信 頼 性 と 妥 当 性 が 確 保 さ れ た 青 年 期 の 性 の 自 己 評 価 尺 度

（ SSAS）が 開 発 さ れ た 。今 後 は 、実 用 化 に 向 け て 、よ り 信 頼 性 と 妥 当 性 が 支 持 さ れ た 精 度

の 高 い 尺 度 に 洗 練 し て い く こ と が 望 ま れ る 。  
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図 １  性 の 自 己 評 価 尺 度 を 開 発 す る 概 念 枠 組 み  
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図 ２  SSAS 修 正 版 の 概 念 枠 組 み  
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図 ３  性 の 概 念 の 比 較  
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表 １ ― １  性 を 構 成 す る 下 位 概 念  

 Dennis M. Dailey  

(1981, 2017).  

Advocates for Youth 

(1995) 

Eva S. Goldfarb 

(2011) 

Tanya M. Bass 

(2016) 

S
e

n
s
u

a
lity

・
官
能
性 

定
義
・
説
明 

・ 自 分 の 身 体 (性 器 を 含  

む )、他 人 /パ ー ト ナ ー

と の 心 理 的 お よ び 生

理 学 的 な 楽 し み 。  

・ オ ル ガ ス ム の 緊 張 解  

放 、潜 在 的 に 官 能 的 に

満 足 の い く も の と し

て 認 識 さ れ て い る 行

動 や 他 人 /パ ー ト ナ ー

を 意 味 し て い る 。  

・実 際 に は 、4 つ の 具 体

的 な 領 域 で 構 成 さ れ

る と 考 え る 。  

・地 震 と 他 人 の 身 体 、特 に 性 的

パ ー ト ナ ー の 身 体 へ の 意 識

と 感 情 。  

・ 自 分 の 身 体 が ど の よ う に 見

え 、感 じ る の か 、他 人 /パ ー

ト ナ ー に 何 が で き る の か 、

双 方 で 快 楽 に な る こ と を 可

能 に す る 。   

・自 分 の 身 体 が 自 分・相 手 に 与

え る こ と が で き る 喜 び を 楽

し む こ と を 可 能 に す る 。   

・ い く つ か の 方 法 で 自 分 た ち

の 行 動 に 影 響 を 与 え る 。  

・ エ ロ テ ィ ッ ク な

可 能 性 と 性 的 実

体 と し て 自 分 の

体 を 受 け 入 れ る

求 め る 心 と 能

力 。  

・ 自 分 の 身 体 を 認

識 し 、受 け 入 れ 、

そ し て 心 地 よ く

す る 。  

・ 自 分 の 身 体 と 他

人 / パ ー ト ナ ー

の 身 体 の 生 理 学

的 お よ び 心 理 的

な 楽 し み 。  

構
成
要
素 

・ Sexual ity の 生 理 学 的

側 面 の 理 解 と 認 識  

・ ス キ ン シ ッ プ の 飢 え  

・性的エネルギーの解放  

・ 喜 び  

・ ボ デ ィ イ メ ー ジ  

・ 喜 び を 経 験 す る  

・ ス キ ン シ ッ プ の 飢 え を 満 足

さ せ る  

・パートナーへの肉体的な魅力 

・ ボ デ ィ イ メ ー ジ  

・ 解 剖 学 的 構 造  

・スキンシップの飢え  

・ 性 的 反 応 の 周 期  

・ 魅 力  

・ボディイメージ 

・スキンシップの飢え 

・ 喜 び  

・ 反 応 サ イ ク ル  

 
In

tim
a

c
y

・
親
密
性 

定
義
・
説
明 

・開 放 性 、親 密 さ 、そ し

て 他 人 と の 相 互 依 存

関 係 を 享 受 す る た め

の 能 力（ 孤 独 の 欠 如 ）。 

・親 密 さ と は 、親 密 な 関

係 の 緊 密 な 関 係 で あ

り 、各 々 の 親 密 な 領 域

が 、調 和 の と れ た 共 感

的 な 理 解 お よ び 文 脈

上 の 交 渉 を 通 じ た 愛

情 を 込 め て 知 ら れ て

い る 。  

・他 人 /パ ー ト ナ ー と の 親 密 さ

を 受 け 入 れ る こ と の で き る

能 力 。  

・ 親 密 さ の い く つ か の 側 面 が

含 ま れ る 。  

・他 人 /パ ー ト ナ ー

の 感 情 的 な 親 密

さ を 経 験 し 、 こ

の 親 密 さ を 往 復

さ せ る 能 力 。  

・ 他 人 と 感 情 的 に

近 い こ と を 経 験

し 、 そ れ を 取 り

戻 す 能 力 と 必 要

性 。  

構
成
要
素 

・調 和 の と れ た 共 感 的 理

解  

・ 脆 弱  

・ 文 脈 上 の 交 渉 を 愛 情  

・ 共 有  

・ 思 い や り  

・感情的なリスクテイキング 

・ 脆 弱 性  

・ 他 人 を 愛 す る こ と  

 ・ 思 い や り  

・ リ ス ク テ イ ク  

・ 共 有  

・ 脆 弱 性  

・ 愛 情 ・ 好 み  

・ 自 己 開 示 ・ 信 頼  

Id
e

n
tity

・
同
一
性 

定
義
・
説
明 

・自 分 が 性 的 な 人 間 で あ

る か 、 男 性 性 (女 性 性 )

の 感 覚 を ど の よ う に

認 識 す る か と い う こ

と 。  

・男 性（ 女 性 ）で あ る こ と の 感

覚 を 含 め 、 自 分 が 性 的 人 間

で あ る こ と の 理 解 。    

・ 性 的 存 在 と し て

の 自 己 の 感 覚 で

あ り 、 ま た ど の

よ う に 生 き る こ

と が で き る か 、

ま た は 識 別 さ れ

て い る か の こ

と 。  

・男 性 性（ 女 性 性 ）

の 感 覚 を 含 む 、

性 的 な 人 間 の 感

覚 。  

構
成
要
素 

・ 性 同 一 性  

・ 性 役 割  

・ 性 同 一 性  

・ ジ ェ ン ダ ー 役 割  

・ 性 的 指 向  

・ 性 同 一 性  

・ 性 的 指 向  

・ 性 役 割  

・ 性 同 一 性  

・ 生 物 学 的 性  

・ 性 役 割  

・ 性 的 指 向  
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表 １ ― ２  性 を 構 成 す る 下 位 概 念  

 Dennis M. Dailey  

(1981, 2017).  

Advocates for Youth 

(1995) 

Eva S. Goldfarb 

(2011) 

Tanya M. Bass 

(2016) 

R
e

p
ro

d
u

c
tio

n
 

・
生
殖
性 

定

義

・

説

明  

・ 子 ど も の 生 産 に 関 す

る 自 己 期 待 を 含 む 態

度 や 行 動 、そ し て こ れ

ら の 態 度 や 行 動 の 結

果 と し て の 個 人 や 社

会 へ の 影 響 を 含 む 。  

・ 人 の 生 殖 能 力 お よ び 性 的 関

係 を 健 康 で 楽 し い も の に す

る 行 動 お よ び 態 度 。  

・ 出 産 の た め の

Sexuality の 基

本 的 な 理 解 。  

・ 子 の 生 産 、 性 お

よ び 生 殖 器 官 の

ケ ア の 維 持 、 な

ら び に 性 行 動 の

健 康 へ の 影 響 に

関 連 す る 態 度 お

よ び 行 動 。  

構

成

要

素  

・ 生 殖 生 理 学  

・ 家 族 計 画  

・ 避 妊  

・ 性 感 染 症  

・ 中 絶  

・ 出 産  

・ 生 殖 バ イ ア ス  

・ 生 殖 に 関 す る 情 報  

・ 感 情 と 態 度  

・ 性 交  

・ 生 殖 解 剖 学  

・ 生 殖  

・ 避 妊  

・ 不 妊 治 療 ・ 中 絶  

・ 性 感 染 症  

・ 更 年 期 障 害  

・ 事 実 と 情 報  

・ 感 情 と 態 度  

・ 解 剖 生 理 学  

・ 生 殖 シ ス テ ム  

・ 性 交  

S
e

x
u

a
liz

a
tio

n

・
セ
ク
シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン 

定

義

・

説

明  

・ 他 人 の 行 動 や 態 度 に

影 響 を 与 え る た め の

Sexuality の 利 用 。  

・ パ ー ト ナ ー や 他 人 を

支 配 す る 、 罰 す る 、

物 々 交 換 す る も し く

は そ の た め の 性 交 の

使 用 、 取 り 引 き を 表

す 。  

・ 人 々 が 性 的 に 行 動 し て 他 人

に 影 響 を 与 え た り 、 操 作 し

た り 、 支 配 し た り す る セ ク

シ ュ ア リ テ ィ の 側 面 。  

・ 人 間 の Sexual ity の 闇 の よ

う な 側 面 と 呼 ば れ る こ と が

多 く 、 比 較 的 無 害 な も の か

ら サ デ ィ ス ト 的 に 暴 力 的 で

残 酷 な も の ま で 多 岐 に わ た

る 。   

・ 自 分 も 他 人 も そ れ ら を 性 的

に 搾 取 す る 権 利 を 持 っ て い

な い こ と を 知 る 必 要 が あ

る 。  

・ 他 人 に 影 響 を 与

え 、制 御 し 、操 作

す る た め の 身 体

の 利 用 。  

・ Sexuality を 使

用 し て 、 他 人 の

感 情 、 思 考 ま た

は 行 動 に 影 響 を

与 え る 。  

構

成

要

素  

・ 操 作  

・ 管 理  

・ パ ワ ー （ 力 ）  

・ 影 響 力  

・ 取 引  

・ い ち ゃ つ き  

・ レ イ プ  

・ 誘 惑  

・ セ ク ハ ラ  

・ 近 親 相 姦  

・ 性 的 な か ら か い  

・ い ち ゃ つ き  

・ 誘 惑  

・ セ ク ハ ラ  

・ レ イ プ  

・ 性 的 な 虐 待  

・ い ち ゃ つ き  

・ 誘 惑  

・ 操 作  

・ 性 的 な パ ワ ー  

・メディアの利用 
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表 ２ ― 1 SSAS 原 版 尺 度 項 目 草 案  

概 念  キ ー ワ ー ド  No 項 目  

S
e

n
s
u

a
lity

・
官
能
性 

・ 生 理 学 的 側 面 の 十 分 な

理 解 と 認 識  

・ ス キ ン シ ッ プ の 飢 え  

・ オ ル ガ ズ ム の 緊 張 の 解    

 放  

・ 空 想 /妄 想 /感 覚 刺 激  

・ 触 れ る /匂 い /味 覚 / 

ビ ジ ュ ア ル /聴 覚  

・ 人 間 の 性 的 反 応 サ イ ク   

 ル  

・ 身 体 イ メ ー ジ  

・ エ ロ チ シ ズ ム /快 楽  

・ フ ァ ン タ ジ ー  

・ ア ト ラ ク シ ョ ン  

1 
私 は ど ち らか と い う と 、 匂 い や 音 など の 五 感 か ら 得 ら れ る 性
的 な 好 み があ る ほ う だ  

2 
私 は ど ち らか と い う と 、 他 人 と の スキ ン シ ッ プ を 求 め る ほ う
だ  

3 
私 は ど ち らか と い う と 、 自 分 が ど のよ う な 行 為 を し た ら 性 的
快 感 を 得 られ る の か 知 っ て い る  

4 
私 は ど ち らか と い う と 、 自 身 の 性 欲は マ ス タ ー ベ ー シ ョ ン で
満 足 す る ほう だ  

5 
私 は ど ち らか と い う と 、 自 身 の 性 欲は 性 行 為 で な い と 満 足 で
き な い ほ うだ  

6 
私 は ど ち らか と い う と 、 ど の よ う なこ と を す る と オ ル ガ ズ ム
が 得 ら れ るの か を 知 っ て い る ほ う だ  

7 
私 は ど ち らか と い う と 、 性 的 な 空 想や 妄 想 で 快 感 が 得 ら れ る
ほ う だ  

8 
私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 と の 身体 的 な 距 離 感 に 幸 せ を 感
じ る ほ う だ  

In
tim

a
c

y

・
親
密
性 

・ 調 和 の と れ た 共 感 的 理  

 解  

・ 相 互 説 明 責 任  

・ 脆 弱  

・ 愛 情  

・ 思 い や り /共 有  

・ 好 き /愛 情  

・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

・ リ ス ク テ イ ク  

・ 自 己 開 示  

・ 信 頼  

9 私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 へ の 思い や り が 深 い ほ う だ  

10 
私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 へ の 愛情 表 現 を 積 極 的 に 行 う ほ
う だ  

11 私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 へ の 愛情 は 強 く 抱 く ほ う だ  

12 
私 は ど ち らか と い う と 、 他 人 に 対 して オ ー プ ン に さ ら け 出 す
ほ う だ  

13 
私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 と 親 密に な り 愛 し 合 う こ と は 、
同 時 に 感 情的 に 傷 つ け あ う こ と も 理解 し て い る ほ う だ  

14 私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 に 依 存し や す い ほ う だ  

15 
私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 と 良 好な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を
図 れ る ほ うだ  

16 
私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 に も 自分 と 同 じ だ け の 愛 情 を 求
め て し ま うほ う だ  

17 
私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 と の 心の 距 離 感 に 幸 せ を 感 じ る
ほ う だ  

Id
e

n
tity

・
同
一
性 

・ 性 同 一 性  

・ 性 役 割  

・ 生 物 学 的 性  

・ 性 的 指 向   

18 
私 は ど ち らか と い う と 、 自 身 の 生 物学 的 （ 身 体 的 ） な 性 に 満
足 し て い るほ う だ  

19 
私 は ど ち らか と い う と 、 好 み の タ イプ の 性 を 理 解 し て い る ほ
う だ  

20 
私 は ど ち らか と い う と 、 自 身 の 身 体と 心 の 性 の 一 致 に つ い て
満 足 し て いる ほ う だ  

21 
私 は ど ち らか と い う と 、 性 的 マ イ ノリ テ ィ （ LGBT な ど ） の
人 々 に 対 して 偏 見 は 無 い ほ う だ  

22 
私 は ど ち らか と い う と 、「 男 性 と し ての 役 割 」 や 「 女 性 と し
て の 役 割 」を 重 ん じ て い る ほ う だ  

23 
私 は ど ち らか と い う と 、「 男 ら し さ 」や 「 女 ら し さ 」 の 考 え
方 を 重 ん じて い る ほ う だ  
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表 ２ － ２  SSAS 原 版 尺 度 項 目 草 案  

概 念  キ ー ワ ー ド  No 項 目  

R
e

p
ro

d
u

c
tio

n

・
生
殖
性 

・ 男 性 女 性 の 生 殖 生 理 学  

・ 家 族 計 画 の 役 割  

・ 避 妊  

・ 性 感 染 症  

・ 中 絶  

・ 解 剖 学 お よ び 生 理 学  

・ 性 的 ／ 生 殖 の シ ス テ ム  

・ 妊 娠 お よ び 出 産  

・ 出 産  

・ 生 殖 バ イ ア ス  

・ 生 涯 に わ た る 身 体 的 変 化  

・ 不 妊   

24 
私 は ど ち らか と い う と 、 自 身 の 生 殖に か か わ る 臓 器 や
生 理 反 応 に関 心 が あ る ほ う だ  

25 
私 は ど ち らか と い う と 、 自 身 の 健 康的 な 性 機 能 に つ い
て 理 解 し てい る ほ う だ  

26 
私 は ど ち らか と い う と 、 性 感 染 症 予防 行 動 を と っ て い
る ほ う だ  

27 私 は ど ち らか と い う と 、 避 妊 行 動 をと っ て い る ほ う だ  

28 
私 は ど ち らか と い う と 、 子 ど も を 授か る た め の 方 法 や
出 産 に 対 して 理 解 し て い る ほ う だ  

29 
私 は ど ち らか と い う と 、 自 身 の 生 涯に わ た る 身 体 の 変
化 を 理 解 して い る ほ う だ  

30 
私 は ど ち らか と い う と 、 人 工 妊 娠 中絶 が 与 え る 人 体 へ
の 影 響 を 理解 し て い る ほ う だ  

31 
私 は ど ち らか と い う と 、 不 妊 に な らな い た め の 生 活 を
送 っ て い るほ う だ  

S
e

x
u

a
liz

a
tio

n

・
セ
ク
シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン 

・ 操 作  

・ 制 御  

・ パ ワ ー  

・ 影 響  

・ い ち ゃ つ く こ と と 誘 惑  

・ 満 足 を 与 え る こ と と /受 け る  

こ と  

・ 性 的 嫌 が ら せ  

・ 性 的 暴 行 と 強 姦  

・ 性 的 虐 待 と 近 親 相 姦  

・ メ デ ィ ア  

32 
私 は ど ち らか と い う と 、 自 身 の 性 を誘 惑 的 に 使 っ て セ
ッ ク ス ア ピー ル を す る ほ う だ  

33 
私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 と い ちゃ い ち ゃ す る ほ う
だ  

34 
私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 が ど のよ う に 考 え て い る
か よ り 、 自分 の た め に 強 引 に 性 交 を迫 る ほ う だ  

35 
私 は ど ち らか と い う と 、 自 身 の 性 を利 用 し て 相 手 を 支
配 す る 傾 向が あ る  

36 
私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 が 嫌 がっ て い る か ど う か
の 反 応 は 気に し な い ほ う だ  

37 
私 は ど ち らか と い う と 、 性 に 関 し てメ デ ィ ア や ネ ッ ト
の 影 響 を 受け る ほ う だ  

38 
私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 の 性 欲の 強 さ ・ 弱 さ に 対
し て は 気 にし な い ほ う だ  

39 
私 は ど ち らか と い う と 、 相 手 か ら の性 的 欲 求 を は ぐ ら
か す こ と がで き る ほ う だ  
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表 ３  SSAS 原 版 尺 度 項 目              

概 念  No 尺 度 項 目  

S
e

n
s
u

a
lity

・
官
能
性 

1 私 は 、 匂 いや 音 な ど の 五 感 か ら 得 られ る 性 的 な 好 み が あ る  

2 私 は 、 人 との ス キ ン シ ッ プ を 求 め る  

3 私 は 、 自 身の 性 的 な 快 感 が 得 ら れ る方 法 を 知 っ て い る  

4 私 は 、 自 身の 性 欲 は マ ス タ ー ベ ー ショ ン （ オ ナ ニ ー ） で も 満た さ れ る  

5 私 は 、 自 身の 性 欲 は 性 交 （ セ ッ ク ス） で 満 た さ れ る  

6 私 は 、 自 身の オ ー ガ ズ ム （ 性 的 絶 頂感 ） が 得 ら れ る 方 法 を 知っ て い る  

7 私 は 、 自 身の 性 欲 が 抑 え ら れ な い と、 誰 と で も 性 交 （ セ ッ クス ） が し た い と 思 う  

8 私 は 、 性 的な 空 想 や 妄 想 で 性 欲 が 満た さ れ る  

9 私 は 、 人 との 身 体 的 な 距 離 感 の 近 さで 幸 せ を 感 じ る  

In
tim

a
c

y

・
親
密
性 

10 私 は 、 人 に対 し て 思 い や り が 深 い  

11 私 は 、 人 に対 し て 愛 情 が 深 い  

12 私 は 、 人 に対 し て 心 を オ ー プ ン に さら け 出 せ る  

13 私 は 、 人 と親 密 に な る こ と は 、 同 時に 傷 つ け 合 う こ と も 知 って い る  

14 私 は 、 自 分よ り 人 の 考 え （ 意 見 ） に合 わ せ て し ま う  

15 私 は 、 人 と良 好 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン を 図 れ る  

16 私 は 、 人 にも 自 分 と 同 じ だ け の 愛 情を 求 め て し ま う  

17 私 は 、 性 的な 関 係 を 持 た な く て も 人と 親 密 な 関 係 で い ら れ る  

18 私 は 、 人 との 心 の 距 離 感 の 近 さ で 幸せ を 感 じ る  

Id
e

n
tity

・
同
一
性 

19 私 は 、 自 身の 生 物 学 的 （ 身 体 的 ） な性 に 満 足 し て い る  

20 私 は 、 自 身の 好 み の タ イ プ の 性 （ 性指 向 ） を 理 解 し て い る  

21 私 は 、 生 まれ 変 わ っ て も 、 今 と 同 じ性 で 生 ま れ 変 わ り た い  

22 私 は 、 自 身の 身 体 と 心 の 性 が 一 致 して い る  

23 私 は 、 人 が性 的 マ イ ノ リ テ ィ （ LGBT な ど ） で あ る か ・ な いか は 気 に し な い  

24 私 は 、 性 的マ イ ノ リ テ ィ （ LGBT な ど） 同 士 の 恋 愛 や 結 婚 に賛 成 で あ る  

25 私 は 、 「 男性 と し て の 役 割 」 や 「 女性 と し て の 役 割 」 を 大 事に し て い る  

26 私 は 、 「 男ら し さ 」 や 「 女 ら し さ 」の 考 え 方 を 大 事 に し て いる  

27 私は、「男だったら・・・すべき」「女だったら・・・すべき」という自己の価値観を人に求める傾向がある 

R
e

p
r
o

d
u

c
tio

n

・
生
殖
性 

28 私 は 、 自 身の 生 殖 に か か わ る 臓 器 や生 理 的 反 応 に 関 心 が あ る  

29 私 は 、 自 身の 健 康 的 な 性 機 能 に つ いて 知 っ て い る  

30 私 は 、 性 感染 症 に 対 す る 予 防 行 動 をと っ て い る  

31 私 は 、 避 妊行 動 を と っ て い る  

32 私 は 、 子 ども を 授 か る た め の 方 法 や出 産 に つ い て 知 っ て い る  

33 私 は 、 加 齢に 伴 う 生 殖 機 能 の 変 化 につ い て 知 っ て い る  

34 私は、「子どもを生まない」と選択した人々の生き方や考え方を受け入れることができ る 

35 私は、どのような人（障害のある人や犯罪行為のある人等）でも、妊娠・出産をもたらす可能性のある性交を行う権利があると思う  

36 私 は 、 不 妊に な ら な い た め の 生 活 行動 を 知 っ て い る  

Sexualization

・
セ
ク
シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン 

37 私 は 、 自 身の 性 を 誘 惑 的 に 使 っ て セッ ク ス ア ピ ー ル を す る  

38 私 は 、 い ちゃ い ち ゃ す る こ と が 好 きだ  

39 私 は 、 自 分の 性 欲 を 満 た す た め に 性交 （ セ ッ ク ス ） を 迫 ろ うと す る 傾 向 が あ る  

40 私 は 、 自 身の 性 を 利 用 し て 人 を 支 配す る 傾 向 が あ る  

41 私 は 、 人 が自 身 を 嫌 が っ て い る か どう か は 気 に し な い  

42 私 は 、 性 に関 し て イ ン タ ー ネ ッ ト の影 響 を 受 け る  

43 私 は 、 人 の性 欲 の 強 さ ・ 弱 さ に つ いて 気 に し な い  

44 私 は 、 セ クシ ー な 衣 装 を 身 に つ け て視 線 を 集 め た い  

45 私 は 、 自 身の メ リ ッ ト の た め に 引 き換 え と し て 行 う 性 交 （ セッ ク ス ） は 容 認 で き る  



 

54 

 

表 ４  SSAS 原 版 の 調 査 に お け る 対 象 者 の 属 性               （ n＝ 359）  

項目  ｎ * ％  

所属  
   

 
大学  349 97.21  
専門学校  10 2.79 

性別  
   

 
男性  131 36.50 

 
女性  228 63.50 

年齢  
   

 
Mean（SD）  19.95 (±1.42) 

学 業 や 仕 事 以 外 に 利 用 す る １ 日

あたりのイン ターネッ ト（ PC、

スマートフォ ンを含む ）  

   

１時間以内  4 1.10 

１～３時間以 内  56 15.60 

３～６時間以 内  138 38.40 
 

６～12 時間以内  48 13.40 
 

暇さえあれば 常に  111 30.90 

現 在 交 際 し て い る パ ー ト ナ ー の

有無  

   

いない  226 63.00 
 

いる  129 35.90 
 

不特定多数い る  2 0.60 

性交（セック ス）の経 験の有無  
   

 
経験なし  150 41.80 

 
経験あり  209 58.20 

初 性 交 時 の 年 齢 （ 性 交 経 験 を 有

する者）  

   

Mean（SD）  17.51 (±1.66) 

妊娠した（さ せた）経 験の有無  
   

 
経験なし  351 97.80 

 
経験あり  8 2.20 

性感染症罹患 経験の有 無  
   

 
経験なし  341 95.00 

 
経験あり  17 4.70 

n＊ は 欠 損 値 を 含 む た め 合 計 と 一 致 し な い こ と が あ る  
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表 ５ － １  SSAS 原 版 項 目 分 析                      （ n=359）  

概
念 

項 目  Mean SD 
天 井  
効 果  

ﾌﾛｱｰ 
効 果  

項 目
間  

相 関  

I-T 
相 関  

G-P 
(P 値 ) 

官
能
性 

１ ． 私 は 匂 い や 音 な ど の 五 感 か
ら 得 ら れ る性 的 な 好 み が あ る  2.69 0.99 3.68 1.70  0.39 * *  0.000 

２ ．私 は 、人 と の ス キン シ ッ プ を
求 め る  2.81 0.97 3.78 1.84  0.62 * *  0.000 

３ ．私 は 、自 身 の 性 的な 快 感 が 得
ら れ る 方 法を 知 っ て い る  2.64 1.01 3.65 1.63 6 0.60 * *  0.000 

４ ．私 は 、自 身 の 性 欲は マ ス タ ー
ベ ー シ ョ ン（ オ ナニ ー ）で も 満 た
さ れ る  

2.36 0.96 3.32 1.40  0 .30 * *  0.000 

５ ．私は 、自 身 の 性 欲 は 性 交（ セ
ッ ク ス ） で満 た さ れ る  2.45 1.07 3.52 1.38  0.59 * *  0.000 

６ ．私は 、自 身 の オ ー ガ ズ ム（ 性
的 絶 頂 感 ） が 得 ら れ る 方 法 を 知
っ て い る  

2.29 1.12 3.41 1.17 3 0.55 * *  0.000 

７ ．私 は 、自 身 の 性 欲が 抑 え ら れ
な い と 、 誰 と で も 性 交 （ セ ッ ク
ス ） が し たい と 思 う  

1.47 0.84 2.31 0.63  0.39 * *  0.000 

８ ．私 は 、性 的 な 空 想や 妄 想 で 性
欲 が 満 た され る  1.84 0.89 2.73 0.95  0 .14 *  0.035 

９ ．私 は 、人 と の 身 体的 な 距 離 感
の 近 さ で 幸せ を 感 じ る  2.64 1.00 3.64 1.64  0.57 * *  0.000 

親
密
性 

10．私 は 、人 に 対 して 思 い や り
が 深 い  3.08 0.76 3.84 2.32  0.40 * *  0.000 

11．私 は 、人 に 対 して 愛 情 が 深
い  2.99 0.84 3.83 2.15  0.50 * *  0.000 

12．私 は 、人 に 対 して 心 を オ ー
プ ン に さ らけ 出 せ る  2.50 0.97 3.47 1.53  0.45 * *  0.000 

13．私 は 、人 と 親 密に な る こ と
は 、 同 時 に 傷 つ け 合 う こ と も 知
っ て い る  

3.02 0.86 3.88 2.16  0 .30 * *  0.000 

14．私 は、自 分 よ り 人 の 考 え（ 意
見 ） に 合 わせ て し ま う  2.83 0.95 3.78 1.88  0 .10  0.131 

15．私 は 、人 と 良 好な コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ンを 図 れ る  2.86 0.84 3.70 2.02  0.39 * *  0.000 

16．私 は 、人 に も 自分 と 同 じ だ
け の 愛 情 を求 め て し ま う  2.73 0.94 3.67 1.79  0.48 * *  0.000 

17．私 は 、性 的 な 関係 を 持 た な
く て も 人 と 親 密 な 関 係 で い ら れ
る  

3.41 0.70 4.11 2.72  0 .07  0.209 

18．私 は 、人 と の 心の 距 離 感 の
近 さ で 幸 せを 感 じ る  3.27 0.70 3.97 2.57  0.39 * *  0.000 

項 目 間 相 関の 太 字 の 数 字 は ， r≧0.7 で あ っ た 項目  No.を 表 す  
天 井 効 果 ；Mean+１SD、 フ ロ ア ー 効果 ； Mean-１ SD 
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表 ５ ― ２  SSAS 原 版 項 目 分 析                      （ n=359）  

概
念 

項 目  Mean SD 
天 井  
効 果  

ﾌﾛｱｰ 
効 果  

項 目
間  

相 関  

I-T 
相 関  

G-P 
(P 値 ) 

同
一
性 

19． 私 は 、 自 身 の 生 物 学 的 （ 身
体 的 ） な 性に 満 足 し て い る  3.06 0.92 3.98 2.14  0.40 * *  0.000 

20． 私 は 、 自 身 の 好 み の タ イ プ
の 性 （ 性 指向 ） を 理 解 し て い る  3.01 0.96 3.97 2.05  0.53 * *  0.000 

21． 私 は 、 生 ま れ 変 わ っ て も 、
今 と 同 じ 性で 生 ま れ 変 わ り た い  3.01 0.96 3.97 2.05  0.33 * *  0.000 

22． 私 は 、 自 身 の 身 体 と 心 の 性
が 一 致 し てい る  3.68 0.62 4.30 3.06  0 .12 *  0.041 

23． 私 は 、 人 が 性 的 マ イ ノ リ テ
ィ（ LGBT な ど ）であ る か・な い
か は 気 に しな い  

3.43 0.82 4.25 2.61  0 .22 * *  0.001 

24 ． 私 は 、 性 的 マ イ ノ リ テ ィ
（LGBT など ）同 士 の 恋 愛 や 結 婚
に 賛 成 で ある  

3.56 0.74 4.30 2.82  0 .26 * *  0.000 

25．私 は 、「 男 性 と し て の 役 割 」
や「 女 性 とし て の 役 割 」を 大 事 に
し て い る  

2.42 1.00 3.42 1.42 26 0.28 * *  0.000 

26． 私 は 、 「 男 ら し さ 」 や 「 女
ら し さ 」 の 考 え 方 を 大 事 に し て
い る  

2.38 1.02 3.40 1.36 25 0.28 * *  0.000 

27．私 は 、「 男 だ っ た ら・・・す
べ き 」「 女だ っ た ら・・・す べ き 」
と い う 自 己 の 価 値 観 を 人 に 求 め
る 傾 向 が ある  

1.79 0.82 2.61 0.97  0 .17 * *  0.002 

生
殖
性 

28． 私 は 、 自 身 の 生 殖 に か か わ
る 臓 器 や 生 理 的 反 応 に 関 心 が あ
る  

2.43 0.89 3.32 1.55  0.39 * *  0.000 

29． 私 は 、 自 身 の 健 康 的 な 性 機
能 に つ い て知 っ て い る  2.71 0.85 3.56 1.87  0.39 * *  0.000 

30． 私 は 、 性 感 染 症 に 対 す る 予
防 行 動 を とっ て い る  3.10 0.95 4.05 2.15  0.33 * *  0.000 

31． 私 は 、 避 妊 行 動 を と っ て い
る  3.32 0.96 4.28 2.36  0 .27 * *  0.000 

32． 私 は 、 子 ど も を 授 か る た め
の 方 法 や 出 産 に つ い て 知 っ て い
る  

3.58 0.68 4.26 2.90  0 .37 * *  0.000 

33． 私 は 、 加 齢 に 伴 う 生 殖 機 能
の 変 化 に つい て 知 っ て い る  3.05 0.93 3.98 2.13  0 .28 * *  0.000 

34．私 は 、「 子 ど も を 生 ま な い 」
と 選 択 し た 人 々 の 生 き 方 や 考 え
方 を 受 け 入れ る こ と が で き る  

3.54 0.72 4.26 2.82  0 .13 *  0.003 

35． 私 は 、 ど の よ う な 人 （ 障 害
の あ る 人 や 犯 罪 行 為 の あ る 人
等）で も 、妊 娠・出 産 を も た ら す
可 能 性 の あ る 性 交 を 行 う 権 利 が
あ る と 思 う  

3.29 0.85 4.14 2.44  0 .19 * *  0.000 

36． 私 は 、 不 妊 に な ら な い た め
の 生 活 行 動を 知 っ て い る  2.53 1.04 3.57 1.50  0 .19 * *  0.002 

項 目 間 相 関の 太 字 の 数 字 は ， r≧0.7 で あ っ た 項目  No.を 表 す  
天 井 効 果 ；Mean+１SD、 フ ロ ア ー 効果 ； Mean-１ SD 
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表 ５ ― ３  SSAS 原 版 項 目 分 析                      （ n=359）  

概
念 

項 目  Mean SD 
天 井  
効 果  

ﾌﾛｱｰ 
効 果  

項 目
間  

相 関  

I-T 
相 関  

G-P 
(P 値 ) 

セ
ク
シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン 

37．私 は 、自 身 の 性 を 誘 惑 的 に
使 っ て セ ック ス ア ピ ー ル を す る  

1.71 0.82 2.53 0.89  0.46 * *  0.000 

38．私 は 、い ち ゃ い ち ゃ す る こ
と が 好 き だ  

2.85 1.03 3.88 1.82  0.62 * *  0.000 

39．私 は 、自 分 の 性 欲 を 満 た す
た め に 性 交（ セ ッ ク ス）を 迫 ろ う
と す る 傾 向が あ る  

1.78 0.89 2.67 0.89  0.51 * *  0.000 

40．私 は 、自 身 の 性 を 利 用 し て
人 を 支 配 する 傾 向 が あ る  

1.46 0.75 2.21 0.71  0 .27 * *  0.000 

41．私 は 、人 が 自 身 を 嫌 が っ て
い る か ど うか は 気 に し な い  

1.57 0.84 2.41 0.73  0 .08  0.127 

42．私 は 、性 に 関 し て イ ン タ ー
ネ ッ ト の 影響 を 受 け る  

2.44 0.93 3.37 1.52  0.35 * *  0.000 

43．私 は 、人 の性 欲 の 強 さ・弱
さ に つ い て気 に し な い  

2.75 0.99 3.74 1.76  0 .01  0.649 

44．私 は 、セ ク シ ー な 衣 装 を 身
に つ け て 視線 を 集 め た い  

1.37 0.68 2.05 0.69  0 .25 * *  0.000 

45．私 は 、自 身 の メ リ ッ ト の た
め に 引 き 換 え と し て 行 う 性 交
（ セ ッ ク ス） は 容 認 で き る  

2.10 1.00 3.10 1.10  0.33 * *  0.000 

項 目 間 相 関の 太 字 の 数 字 は ， r≧0.7 で あ っ た 項目  No.を 表 す  
天 井 効 果 ；Mean+１SD、 フ ロ ア ー 効果 ； Mean-１ SD 
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表 ６  SSAS 原 版 探 索 的 因 子 分 析                     （ n=359）  

因 子 名  Cronbach’ s α  

項 目   

第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子 
共通性 

（ Ⅰ ） （ Ⅱ ） （ Ⅲ ） （ Ⅳ ） 

第 １ 因 子 ： 近 接 性 （ α ＝ .81）       

２ ． 私 は 、人 と の ス キ ン シ ッ プ を 求め る 。  0.74 0.14 -0.02 -0.02 0.66 

９ ． 私 は 、人 と の 身 体 的 な 距 離 感 の近 さ で 幸 せ を 感 じ る 。 0.62 0.08 0.06 -0.03 0.46 

38． 私 は 、 い ち ゃい ち ゃ す る こ と が好 き だ 。  0.57 0.32 -0.04 0.02 0.63 

１．私は匂いや音などの五感から得られる性的な好みがある。 0.57 0.05 0.01 -0.14 0.29 

16．私は 、人 に も自 分 と 同 じ だ け の愛 情 を 求 め て し ま う 。 0.55 0.02 0.03 0.04 0.35 

第 ２ 因 子 ： 官 能 性 （ α ＝ .73）       

39．私は、自分の性欲を満たすために性交（セックス）を迫ろうとする傾向がある。  0.17 0.68 -0.25 0.04 0.55 

５ ． 私 は 、自 身 の 性 欲 は 性 交 （ セ ック ス ） で 満 た さ れ る 。 0.12 0.63 0.10 -0.01 0.55 

37．私は、自身の性を誘惑的に使ってセックスアピールをする。 0.09 0.53 -0.08 0.03 0.33 

３ ．私 は 、自 身 の 性的 な 快 感 が 得 ら れる 方 法 を 知 っ て い る 。 -0.01 0.49 0.29 -0.02 0.41 

第 ３ 因 子 ： 生 殖 性 （ α ＝ .67）       

33．私は、加齢に伴う生殖機能の変化について知っている 。  0.04 -0.19 0.63 -0.08 0.34 

29． 私 は 、 自 身 の健 康 的 な 性 機 能 につ い て 知 っ て い る 。  -0.13 0.10 0.60 0.04 0.37 

28．私は、自身の生殖にかかわる臓器や生理的反応に関心がある。 0.21 -0.07 0.45 -0.10 0.25 

30． 私 は 、 性 感 染症 に 対 す る 予 防 行動 を と っ て い る 。  0.02 -0.09 0.42 0.13 0.21 

19．私 は、自 身 の 生 物 学 的（身 体 的 ）な 性 に 満足 し て い る 。 -0.05 0.16 0.40 0.05 0.23 

20．私は、自身の好みのタイプの性（性指向）を理解している。 0.03 0.33 0.40 0.02 0.38 

第 ４ 因 子 ： 親 愛 性 （ α ＝ .74）       

15． 私 は 、 人 と 良好 な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 図 れ る 。  -0.25 0.14 -0.02 0.74 0.46 

10． 私 は 、 人 に 対し て 思 い や り が 深い 。  0.21 -0.22 0.02 0.65 0.52 

12． 私 は 、 人 に 対し て 心 を オ ー プ ンに さ ら け 出 せ る 。  -0.14 0.19 -0.03 0.62 0.37 

11． 私 は 、 人 に 対し て 愛 情 が 深 い 。  0.35 -0.13 0.07 0.53 0.57 

尺 度 全 体 α＝ .85                             固 有 値  5.38 1.88 1.73 1.21  

寄 与 率 （ ％）  28.30 9.88 9.12 6.38  

累 積 寄 与 率（ ％ ）  28.30 38.18 47.30 53.68  

因 子 間 相 関  Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ   

Ⅰ  ―  0.56 0.36 0.5  

Ⅱ   ―  0.34 0.28  

Ⅲ    ―  0.31  

Ⅳ     ―   

主 因 子 法  プ ロ マ ッ ク ス 回 転       

 



 

59 

 

表 ７  SSAS 原 版 お よ び 外 的 基 準 尺 度 の Cronbach’s α 係 数         （ n=359）  

項目  α係 数  

SSAS 尺度全体  0.85 

第１因子：近 接性  0.81 

第２因子：官 能性  0.73 

第３因子：生 殖性  0.67 

第４因子：親 愛性  0.74 

外的基準尺度 ：大学生 用リスクテイ キング行 動尺度  0.82 

外的基準尺度 ：Rosenberg 自尊感情尺度 日本 語版  0.86 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

60 

 

表 ８  SSAS 原 版 と 外 的 基 準 尺 度 と の 相 関 分 析               （ n=359）  

 SSAS 
合 計 得 点  

近 接 性  官 能 性  生 殖 性  親 愛 性  
自 尊 感 情

尺 度  

個 人 的
リ ス ク
行 動  

社 会 的  
リ ス ク  
行 動  

SSAS 
合 計 得 点  

―  .87** .80** .70** .74** .25** .25** .15** 

近 接 性   ―  .69** .44** .58** .09 .25** .16** 

官 能 性    ―  .43** .35** .19** .36** .27** 

生 殖 性     ―  .42** .25** .02 -.01 

親 愛 性      ―  .28** .14** .01 

自 尊 感 情  
尺 度  

     ―  .08 -.11* 

個 人 的  
リ ス ク 行 動  

      ―  .45** 

社 会 的  
リ ス ク 行 動  

       ―  

Spearman の 順位 相 関 係 数  
** 相 関 係数 は  1% 水 準 で 有 意  (両 側 )  
* 相 関 係 数は  5% 水 準 で 有 意  (両 側 )  
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表 ９  SSAS 原 版 と 性 交 経 験 と の 関 連                   （ n＝ 359）  

  性 交 経 験  ｎ  平 均 ラ ン ク  順 位 和   U 値  ｐ 値  

SSAS 合 計得 点  な し  150 111.013 16652 

5327 0.000* 
 あ り  209 229.512 47968 

近 接 性  な し  150 124.493 18674 

7349 0.000* 
 あ り  209 219.837 45946 

官 能 性  な し  150 101.153 15173 

3848 0.000* 
 あ り  209 236.589 49447 

生 殖 性  な し  150 135.633 20345 

9020 0.000* 
 あ り  209 211.842 44275 

親 愛 性  な し  150 148.733 22310 

10985 0.000* 

  あ り  209 202.44 42310 

分 析 ：Mann-Whitney U test, *p<0.05     
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表 10 SSAS 原 版 と 追 加 修 正 さ れ た 尺 度 項 目  

 原版 尺度 項目   追加 修正 され た尺 度 項 目  

官
能
性 

45．私は、自身のメ リ ットのために 引

き換えとして 行う性交（セックス）は容

認できる  

 

私 は 、 自 分 の メ リ ッ ト と 引 き 換 え に 行

う性交（セッ クス）を 容認できる  

42．私は、性に関し て インターネッ ト

の影響を受け る  

 

私 は 、 ア ダ ル ト サ イ ト 等 の 画 像 や 動 画

に影響を受け る  

７ ． 私 は 、 自 身 の 性 欲 が 抑 え ら れ な い

と、誰とでも 性交（セ ッ クス）がした い

と思う  

 私は、好意があ れば SNS を通じて知り

合った相手と すぐに性 交（セックス ）で

きる  

親
愛
性 

17．私は、性的な関 係 を持たなくて も

人と親密な関 係でいら れる  

 

私 は 、 気 持 ち が 満 た さ れ れ ば 性 交 は 求

めない  

18．私は、人との心 の 距離感の近さ で

幸せを感じる  

 

私 は 、 人 と の 心 の 距 離 感 の 近 さ で 幸 せ

を感じる  

 
 

私 は 、 困 っ て い る 人 を 見 る と 放 っ て お

けな い  
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表 11 SSAS 修 正 版 尺 度 項 目                        

修正 版尺 度項 目  

１ ． 私 は 、匂 い や 音 な ど の 五 感 か ら得 ら れ る 性 的 な 好 み （ フェ チ ） が あ る  

２ ． 私 は 、人 前 で 行 え る 程 度 の 「 手を 繋 ぐ 」 「 腕 を 組 む 」 等の ス キ ン シ ッ プ を 求 め る  

３ ． 私 は 、人 と の 身 体 的 な 距 離 感 が近 い ほ ど 幸 せ を 感 じ る  

４ ． 私 は 、人 に も 自 分 と 同 じ く ら いの 愛 情 を 求 め て し ま う  

５ ． 私 は 、ス キ ン シ ッ プ 以 上 の イ チャ イ チ ャ を 好 む  

６ ． 私 は 、性 欲 を 満 た す た め に 性 交（ セ ッ ク ス ） を 迫 る 傾 向が あ る  

７ ． 私 は 、自 身 の 性 的 魅 力 を 使 っ て誘 惑 す る  

８ ． 私 は 、自 分 の 性 欲 は 性 交 （ セ ック ス ） で 満 た さ れ る （ と思 う ）  

９ ． 私 は 、自 分 の 性 的 な 快 感 が 得 られ る 方 法 を 知 っ て い る  

10． 私 は 、 金 品 等の た め に 行 う 性 交（ セ ッ ク ス ） は し て も 良い と 思 う  

11． 私 は 、 ア ダ ルト サ イ ト 等 の 画 像や 動 画 と 同 じ よ う な 性 交（ セ ッ ク ス ） が し た い  

12． 私 は 、SNS で 出 会 っ た よ く 分か ら な い 相 手 と で も 性 交（ セ ッ ク ス ） で き る  

13． 私 は 、 人 と 良好 な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 図 れ る  

14． 私 は 、 人 に 対し て 心 を オ ー プ ンに さ ら け 出 せ る  

15． 私 は 、 人 に 対し て 思 い や り が 深い  

16． 私 は 、 人 に 対し て 愛 情 が 深 い  

17． 私 は 、 困 っ てい る 人 を 見 る と 放っ て お け な い  

18． 私 は 、 心 が 通じ て い れ ば 身 体 的な 性 的 快 楽 は 求 め な い  

19． 私 は 、 人 と の心 の 距 離 感 の 近 さで 幸 せ を 感 じ る  

20． 私 は 、 自 分 の身 体 的 な 性 別 に 満足 し て い る  

21． 私 は 、 自 身 の好 み の タ イ プ の 性（ 性 指 向 ） を 理 解 し て いる  

22． 私 は 、 自 分 の身 体 が 子 ど も を つく る た め の 機 能 を 有 し てい る か 関 心 が あ る  

23． 私 は 、 性 交 （セ ッ ク ス ） 時 の 身体 の 生 理 的 反 応 （ 濡 れ る・ 勃 起 す る 等 ） に 関 心 があ る  

24． 私 は 、 年 を 重ね る と 妊 娠 し に くく な る こ と を 知 っ て い る  

25． 私 は 、 不 妊 症に な ら な い 生 活 （非 喫 煙 ・ 性 感 染 症 予 防 等） に つ い て 関 心 が あ る  
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表 12  SSAS 修 正 版 の 調 査 に お け る 対 象 者 の 属 性             （ n=500）  

    ｎ * ％  

所属   
  

 大学  403 80.60 
 短期大学  8 1.60 
 専門学校  89 17.80 

性別     

 男性  250 50.00 
 女性  250 50.00 

専攻     

 文系  272 54.40 
 理系  107 21.40 
 医療系  74 14.80 
 その他  47 9.40 

年齢     

 mean(±SD) 20.48 (±1.45) 

現在交際して いるパー トナー    

 いない  362 72.40 
 いる  137 27.40 
 不特定多数い る  1 0.20 

パートナー（ 恋人）に 対する考え方    

 常にパートナ ーがいな いとダメだ  24 4.80 
 できたらパー トナーが 欲しい  261 52.20 
 パートナーは バーチャ ル（２次元） で良い  14 2.80 
 パートナーが 居なくて も（１人でも ）良い  201 40.20 

性欲の程度    

 弱い  88 17.60 
 やや弱い  175 35.00 
 やや強い  191 38.20 
 強い  46 9.20 

性感染症罹患 経験    

 経験なし  492 98.40 
 経験あり  8 1.60 

性交（セック ス）経験    

 経験なし  309 61.80 
 経験あり  191 38.20 

初性交時年齢    

 mean(±SD) 17.94 (±2.39) 

妊娠した（妊 娠させた ）経験    

 経験なし  186 37.20 
 経験あり  5.0 0.10 

n＊ は 無 回 答 を 含 む た め 合 計 と 一 致 し な い こ と が あ る  
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表 13 SSAS 修 正 版 の 項 目 分 析                     （ n＝ 500）  

概
念 

項 目  Mean SD 
天 井  

効 果  

フロアー 

効 果  

I-T 

相 関  

G-P 

(Ｐ値) 

近
接
性 

１ ． 私 は 、 匂 い や 音 な ど の 五 感 か ら 得 ら れ る

性 的 な 好 み （ フ ェ チ ） が あ る  2.29 0.93 3.22 1.36 0.56 * *  < .001 

２ ． 私 は 、 人 前 で 行 え る 程 度 の 「 手 を 繋 ぐ 」
「 腕 を 組 む 」 等 の ス キ ン シ ッ プ を 求 め る  2.33 0.90 3.23 1.43 0.67 * *  < .001 

３ ． 私 は 、 人 と の 身 体 的 な 距 離 感 が 近 い ほ ど
幸 せ を 感 じ る  2.46 0.89 3.35 1.57 0.70 * *  < .001 

４ ． 私 は 、 人 に も 自 分 と 同 じ く ら い の 愛 情 を

求 め て し ま う  2.45 0.85 3.30 1.60 0.55 * *  < .001 

５ ． 私 は 、 ス キ ン シ ッ プ 以 上 の イ チ ャ イ チ ャ
を 好 む  2.18 0.84 3.02 1.34 0.70 * *  < .001 

官
能
性 

６ ． 私 は 、 性 欲 を 満 た す た め に 性 交 （ セ ッ ク

ス ） を 迫 る 傾 向 が あ る  1.83 0.83 2.66 1.00 0.63 * *  < .001 

７ ． 私 は 、 自 身 の 性 的 魅 力 を 使 っ て 誘 惑 す る  
1.62 0.71 2.33 0.91 0.56 * *  < .001 

８ ． 私 は 、 自 分 の 性 欲 は 性 交 （ セ ッ ク ス ） で
満 た さ れ る （ と 思 う ）  2.10 0.90 3.00 1.21 0.68 * *  < .001 

９ ． 私 は 、 金 品 等 の た め に 行 う 性 交 （ セ ッ ク

ス ） は し て も 良 い と 思 う  1.74 0.83 2.57 0.92 0.34 * *  < .001 

10． 私 は 、 ア ダ ル ト サ イ ト 等 の 画 像 や 動 画 と
同 じ よ う な 性 交 （ セ ッ ク ス ） が し た い  1.72 0.81 2.53 0.91 0.46 * *  < .001 

11． 私 は 、 Ｓ Ｎ Ｓ で 出 会 っ た よ く 分 か ら な い
相 手 と で も 性 交 （ セ ッ ク ス ） で き る  1.50 0.76 2.26 0.74 0.38 * *  < .001 

親
愛
性 

12． 私 は 、 人 と 良 好 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を

図 れ る  2.48 0.83 3.31 1.65 0.57 * *  < .001 

13． 私 は 、 人 に 対 し て 心 を オ ー プ ン に さ ら け
出 せ る  2.09 0.83 2.92 1.26 0.53 * *  < .001 

14． 私 は 、 人 に 対 し て 思 い や り が 深 い  
2.67 0.77 3.44 1.90 0.54 * *  < .001 

15． 私 は 、 人 に 対 し て 愛 情 が 深 い  
2.51 0.80 3.31 1.71 0.56 * *  < .001 

16． 私 は 、 困 っ て い る 人 を 見 る と 放 っ て お け
な い  2.65 0.73 3.38 1.92 0.38 * *  < .001 

17． 私 は 、 心 が 通 じ て い れ ば 身 体 的 な 性 的 快
楽 は 求 め な い  2.57 0.80 3.37 1.77 0.13 * *  0.008 

18． 私 は 、 人 と の 心 の 距 離 感 の 近 さ で 幸 せ を

感 じ る  2.67 0.87 3.54 1.80 0.58 * *  < .001 

生
殖
性 

19． 私 は 、 自 分 の 身 体 的 な 性 別 に 満 足 し て い
る  2.93 0.83 3.76 2.11 0.41 * *  < .001 

20． 私 は 、 自 身 の 好 み の タ イ プ の 性 （ 性 指

向 ） を 理 解 し て い る  2.71 0.84 3.55 1.87 0.56 * *  < .001 

21． 私 は 、 自 分 の 身 体 が 子 ど も を つ く る た め
の 機 能 を 有 し て い る か 関 心 が あ る  2.40 0.88 3.28 1.52 0.61 * *  < .001 

22． 私 は 、 性 交 （ セ ッ ク ス ） 時 の 身 体 の 生 理
的 反 応 （ 濡 れ る ・ 勃 起 す る 等 ） に 関 心 が あ る  2.33 0.89 3.22 1.44 0.70 * *  < .001 

23． 私 は 、 自 分 の 性 的 な 快 感 が 得 ら れ る 方 法

を 知 っ て い る  2.46 0.90 3.36 1.56 0.63 * *  < .001 

24． 私 は 、 年 を 重 ね る と 妊 娠 し に く く な る こ
と を 知 っ て い る  3.04 0.80 3.84 2.24 0.33 * *  < .001 

25． 私 は 、 不 妊 症 に な ら な い 生 活 （ 非 喫 煙 ・
性 感 染 症 予 防 等 ） に つ い て 関 心 が あ る  2.43 0.89 3.32 1.54 0.56 * *  < .001 

天 井 効 果 ；Mean+１SD、 フ ロ ア ー 効果 ； Mean-１ SD、 *ｐ ＜0.05 で 有 意 ,  斜 体 ； 削 除項 目  
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表 14 SSAS 修 正 版 の 探 索 的 因 子 分 析                     （ n=500）  

因 子 名  Cronbach’ s α   

項 目 内 容  

第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子 
共通性 

(Ⅰ ) (Ⅱ ) (Ⅲ ) (Ⅳ ) 

第 １ 因 子 ： 官 能 性 （ α ＝ .846）  

     

６．私は、性欲を満たすために性交（セックス）を迫る傾向がある 0.83 0.06 0.09 -0.21 0.65 

８．私は、自分の性欲は性交（セックス）で満たされる（と思う） 0.69 0.01 0.04 0.07 0.57 

７ ． 私 は 、自 身 の 性 的 魅 力 を 使 っ て誘 惑 す る  0.69 0.15 0.02 -0.19 0.45 

10．私は、アダルトサイト等の画像や動画と同じような性交（セックス）がしたい 0.68 -0.11 0.02 -0.06 0.40 

９．私は、金品等のために行う性交（セックス）はしても良いと思う 0.57 -0.14 -0.03 -0.03 0.26 

22．私は、性交（セックス）時の身体の生理的反応（濡れる・勃起する等）に関心がある  0.51 -0.03 -0.05 0.45 0.63 

23．私は、自分の性的な快感が得られる方法を知っている 0.49 -0.04 -0.13 0.46 0.54 

第 ２ 因 子 ： 親 愛 性 （ α ＝ .819）       

14． 私 は 、 人 に 対し て 思 い や り が 深い  -0.07 0.82 -0.03 0.03 0.63 

15． 私 は 、 人 に 対し て 愛 情 が 深 い  -0.08 0.79 0.05 0.04 0.65 

16． 私 は 、 困 っ てい る 人 を 見 る と 放っ て お け な い  -0.22 0.69 0.03 0.06 0.46 

12． 私 は 、 人 と 良好 な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 図 れ る  0.13 0.57 -0.03 0.07 0.44 

13． 私 は 、 人 に 対し て 心 を オ ー プ ンに さ ら け 出 せ る  0.28 0.55 -0.04 -0.11 0.38 

第 ３ 因 子 ： 近 接 性 （ α ＝ .867）       

４．私は、人にも自分と同じくらいの愛情を求めてしま う -0.06 -0.09 0.83 0.02 0.59 

３．私は、人との身体的な距離感が近いほど幸せを感じ る 0.09 0.05 0.76 0.00 0.72 

２．私は、人前で行える程度の「手を繋ぐ」「腕を組む」等のスキンシップを求める 0.18 0.09 0.59 -0.01 0.56 

18． 私 は 、 人 と の心 の 距 離 感 の 近 さで 幸 せ を 感 じ る  -0.12 0.14 0.59 0.17 0.51 

５ ． 私 は 、ス キ ン シ ッ プ 以 上 の イ チャ イ チ ャ を 好 む  0.37 -0.10 0.56 0.06 0.65 

第 ４ 因 子 ： 生 殖 性 （ α ＝ .757）       

24．私は、年を重ねると妊娠しにくくなることを知っている  -0.34 -0.07 0.17 0.69 0.39 

25．私は、不妊症にならない生活（非喫煙・性感染症予防等）について関心がある 0.09 -0.01 0.02 0.63 0.47 

19． 私 は 、 自 分 の身 体 的 な 性 別 に 満足 し て い る  -0.20 0.08 0.02 0.61 0.35 

21．私は、自分の身体が子どもをつくるための機能を有しているか関心がある  0.17 0.09 -0.04 0.56 0.49 

20．私は、自身の好みのタイプの性（性指向）を理解している  0.14 0.14 -0.03 0.46 0.38 

尺 度 全 体 α＝ .911                           固有 値  7.82 2.48 1.43 1.40  

寄 与 率 （ ％）  35.53 11.26 6.48 6.35  

累 積 寄 与 率（ ％ ）  35.53 46.79 53.27 59.62  

因 子 間 相 関  Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ   

Ⅰ  ―  0.39 0.55 0.52  

Ⅱ   ―  0.54 0.60  

Ⅲ    ―  0.54  

Ⅳ     ―   

最 尤 法  プロ マ ッ ク ス 回 転  適 合 度検 定 ： χ 2＝ 521.067, df=149, p＝ 0.000 

KOM 値 ：0.901 Bartlett の 球 面 性 検 定 ： χ 2＝ 3573.063, df=120, p＝0.000 
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表 15  SSAS 修 正 版 お よ び 外 的 基 準 尺 度 の Cronbach’s α 係 数       （ n=500）  

項目  α係 数  

SSAS 修正版尺度全体  22 項目  0.91 

第１因子：官 能性  ７項目  0.85 

第２因子：親 愛性  ５項目  0.82 

第３因子：近 接性  ５項目  0.87 

第４因子：生 殖性  ５項目  0.76 

外的基準尺度 ：性的自 己意識尺度  15 項目  0.88 

外的基準尺度 ：性的リ スク対処意識 尺度  18 項目  0.85 
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表 16 SSAS 修 正 版 と 外 的 基 準 尺 度 と の 相 関                （ n=500）  

 
SSAS 

修 正 版  

合計得点 

官 能 性  親 愛 性  近 接 性  生 殖 性  
性 的  

自己意識 

性 的  

リ ス ク  

対処意識 

SSAS 修 正版  

合 計 得 点  
―  .78** .69** .81** .73** .68** .53** 

官 能 性   ―  .33** .53** .43** .61** .35** 

親 愛 性    ―  .48** .48** .46** .47** 

近 接 性     ―  .49** .45** .37** 

生 殖 性      ―  .53** .49** 

性 的 自 己 意識       ―  .62** 

性的リスク対処意識       ―  

Spearman の 順位 相 関 係 数  

** 相 関 係数 は  1% 水 準 で 有 意  (両 側 )  
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表 17  SSAS 修 正 版 と 性 交 経 験 と の 関 連                 （ n=500）  

 Mean SD Med Min Max U 値  P 値  

SSAS 合 計得 点  51.8 10.9 53 22 88 43072.5 .000* 

官 能 性  13.8 4.2 14 7 28 42019.5 <.001* 

親 愛 性  12.4 3.0 13 5 20 37926.5 <.001* 

近 接 性  12.1 3.5 13 5 20 40415.5 <.001* 

生 殖 性  13.5 3.0 14 5 20 38326.0 <.001* 

分 析 ：Mann-Whitney U test       

*ｐ ＜0.05       
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表 18  SSAS 修 正 版 と 性 欲 の 程 度 と の 関 連                （ n=500）  

項 目  性 欲 の 程 度  ｎ  平 均 ラ ン ク  H値  P値  

SSAS合 計得 点  弱 い  88 120.01 

125.02 <.001*  
 や や 弱 い  175 227.91 

 や や 強 い  191 311.87 

 強 い  46 331.27 

官 能 性  弱 い  88 111.69 

173.01 <.001*  
 や や 弱 い  175 211.94 

 や や 強 い  191 319.77 

 強 い  46 375.14 

親 愛 性  弱 い  88 193.32 

21.34 <.001*  
 や や 弱 い  175 245.59 

 や や 強 い  191 274.10 

 強 い  46 280.59 

近 接 性  弱 い  88 144.88 

79.49 <.001*  
 や や 弱 い  175 234.53 

 や や 強 い  191 301.30 

 強 い  46 302.38 

生 殖 性  弱 い  88 167.85 

45.19 <.001*  
 や や 弱 い  175 242.57 

 や や 強 い  191 288.03 

 強 い  46 282.92 

分 析 ：Kruskal-Wallis test     

*ｐ ＜0.05      
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付 録  

 

様 式 １ ： 研 究 協 力 依 頼 書  
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様 式 ２ ： 調 査 依 頼 書  
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様 式 ３ ： 調 査 フ ォ ー ム  
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様 式 ４ ： 調 査 協 力 依 頼 書  
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様 式 ５ ： 調 査 フ ォ ー ム  
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